
ク
ロ
ロ
キ
ン
や
７
日
デ
モ
肯
定

　

予
防
接
種
後
の
副
反
応
は

程
度
の
差
は
あ
れ
、
大
半
の

ワ
ク
チ
ン
で
起
こ
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
場
合
は
新
ワ
ク

チ
ン
と
い
う
事
も
あ
り
、
既

存
ワ
ク
チ
ン
以
上
に
敏
感
に

な
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

　

今
回
問
題
と
な
り
、
青
少

年
へ
の
接
種
中
止
勧
告
に
も

つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
大
聖
市
圏
在
住
で

１
６
歳
の
少
女
が
初
回
接
種

か
ら
８
日
後
の
２
日
に
亡
く

な
っ
た
例
だ
。

　

だ
が
、
聖
州
疫
学
監
視
セ

ン
タ
ー
が
作
成
し
、
１
９
日

に
提
出
し
た
報
告
書
に
よ
る

と
、
少
女
は
血
栓
性
血
小
板

減
少
性
紫
斑
病
（
Ｔ
Ｔ
Ｐ
、

ポ
語
で
は
Ｐ
Ｔ
Ｔ
）
と
呼
ば

れ
る
自
己
免
疫
疾
患
と
診
断

さ
れ
、
接
種
と
は
無
関
係
と

判
断
さ
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｔ
Ｐ

は
全
身
の
微
小
血
管
に
血
小

板
血
栓
が
形
成
さ
れ
て
起
こ

る
疾
患
で
、
溶
血
性
尿
毒
症

症
候
群(

Ｈ
Ｕ
Ｓ)

と
共
に

血
栓
性
微
小
血
管
症(

Ｔ
Ｍ

Ａ)

に
分
類
さ
れ
る
。
聖
州

保
健
局
は
１
７
日
も
接
種
と

の
関
係
を
否
定
し
、
青
少
年

へ
の
接
種
を
続
け
た
。

　

２
１
日
朝
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
総
会
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

ス
ピ
ー
チ
で
は
経
済
、
環
境
問
題
、
９
月
７
日
の
独
立
記
念
日
の
デ
モ
な
ど
に
言
及
し
た

が
、
事
実
を
歪
め
た
内
容
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
せ
ず
に
同
総

会
に
参
加
し
た
唯
一
の
国
家
元
首
だ
っ
た
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
は
、
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
ク

ロ
ロ
キ
ン
に
よ
る
早
期
治
療
を
肯
定
し
た
。
２
１
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

２
１
日
に
国
連
総
会
で
の
ス

ピ
ー
チ
を
行
っ
た
が
、
大
統

領
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
は

そ
れ
以
前
か
ら
す
で
に
話
題

だ
っ
た
。
中
で
も
注
目
さ
れ

た
の
は
食
事
時
。
１
９
日
夜

は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い

な
い
の
で
ど
こ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
も
入
れ
ず
、
他
の
大
臣

と
公
表
し
、
７
人
の
死
を
隠

蔽
し
て
い
た
疑
惑
な
ど
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
最
中
だ
。
し

か
も
、
こ
の
治
験
は
患
者
や

家
族
の
同
意
も
得
ず
に
行
わ

れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
大
統
領
は
、
矛
盾

点
の
多
い
演
説
を
続
け
た
。

政
権
に
関
し
て
は
、
自
身
の

息
子
た
ち
や
前
妻
が
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
疑
惑
の
渦
中
に
あ

り
、
自
身
も
関
与
し
た
と
の

疑
惑
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い

る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
不
正
契

約
疑
惑
が
あ
り
な
が
ら
、「
就

任
し
て
２
年
８
カ
月
の
間
、

汚
職
が
な
い
」と
言
い
切
っ
た
。

　

ま
た
、
国
際
的
に
問
題

に
な
っ
た
ば
か
り
の
９
月
７

日
に
行
わ
れ
た
、
自
身
の
支

持
者
に
よ
る
反
最
高
裁
デ
モ

に
関
し
て
、「
わ
が
国
最
大

の
抗
議
行
動
」
と
言
い
張
っ

た
。
同
デ
モ
は
連
邦
政
府
が

見
込
ん
だ
人
数
の
５
％
ほ
ど

の
人
し
か
参
加
せ
ず
、
自
身

へ
の
不
支
持
率
を
過
去
最
高

の
５
３
％
に
高
め
た
。
聖
市

で
の
デ
モ
は
軍
警
の
集
計
で

１
２
万
５
千
人
、
全
国
で
も

４
０
万
を
超
え
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

　

経
済
に
関
し
て
も
、
第

２
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
メ
キ
シ
コ
、
チ
リ
、
ペ
ル
ー
、

ト
ル
コ
な
ど
よ
り
低
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
新
興
国
の

中
で
は
最
大
の
成
長
」
と
語

り
、
緊
急
支
援
金
に
関
し
て

虚
偽
連
発
と
メ
ディ
ア
が
批
判

　

報
告
書
を
精
査
し
た
Ａ
ｎ

ｖ
ｉ
ｓ
ａ
は
２
０
日
、
少
女

の
死
と
接
種
と
は
無
関
係
と

結
論
づ
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
１
６
〜
１
７
日
に
出
し

た
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク

チ
ン
の
青
少
年
へ
の
使
用
差

ン
が
有
効
で
あ
る
事
を
確
認

と
発
表
。
子
供
に
使
っ
た
ワ

ク
チ
ン
は
成
人
の
３
分
の
１

で
、
抗
体
形
成
や
感
染
予
防

応
の
報
告
は
、
接
種
を
た
め

ら
わ
せ
た
り
、
拒
否
し
た
り

す
る
理
由
の
一
つ
に
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
保
健
省
も
１
６

日
、
聖
州
で
接
種
後
に
死
亡

し
た
少
女
が
い
る
事
を
１
２

〜
１
７
歳
の
青
少
年
へ
の
予

防
接
種
中
止
勧
告
を
出
し
た

理
由
の
一
つ
と
説
明
し
た
。

だ
が
、
聖
州
疫
学
監
視
セ
ン

タ
ー
が
少
女
の
死
と
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
の
関
係
を
否
定
す

る
報
告
書
を
作
成
、
国
家
衛

生
監
督
庁（
Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
）

も
承
認
と
２
０
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
の
予
防
接
種
に
よ
る
副
反

そ
れ
で
も
勧
告
解
除
せ
ぬ
保
健
省

恒
大
集
団
の
株
が
大
暴
落

フ
ァ
イ
ザ
ー
は
子
供
で
の
効
用
発
表

効
果
を
確
認
し
た
と
い
う
。

　

米
国
や
伯
国
で
の
同
年
齢

層
へ
の
接
種
許
可
申
請
提
出

は
ま
だ
だ
が
、
承
認
さ
れ
れ

ば
子
供
を
持
つ
親
や
教
育
現

場
に
は
朗
報
と
な
る
。
伯
国

で
は
ブ
タ
ン
タ
ン
研
究
所
が

３
歳
以
上
へ
の
コ
ロ
ナ
バ
ッ

ク
の
使
用
許
可
申
請
を
提
出

し
た
事
が
あ
る
が
、
こ
の
時

は
デ
ー
タ
が
不
十
分
と
し
て

承
認
が
見
送
ら
れ
た
。

　

今
回
の
中
止
勧
告
騒
動
直

後
、
感
染
症
専
門
医
は
、
コ

ロ
ナ
バ
ッ
ク
が
正
式
登
録
さ

れ
、
年
少
者
へ
の
使
用
が
許

可
さ
れ
れ
ば
、
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
ワ
ク
チ
ン
の
み
に
頼
る

状
態
が
改
善
さ
れ
る
と
の
見

解
を
表
明
し
て
い
た
が
、
複

数
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
実
現
に

は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

青
少
年
向
け
で
唯
一
承
認
さ
れ
て
お
り
、

子
供
へ
の
効
用
も
確
認
と
発
表
さ
れ
た
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
（Divulgacao

）

支
持
者
向
け
の
選
挙
演
説
？

中国不動産大手
も
、
実
際
に
は
昨
年
度
の
半

額
の
平
均
３
０
０
レ
ア
ル
し

か
支
払
い
を
行
っ
て
い
な
い
の

に
、「
８
０
０
レ
ア
ル
払
っ
て

い
る
」
と
言
っ
た
。

　

国
際
的
な
関
心
が
強
い
法

定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
に

関
し
て
も
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
は

「
８
月
は
昨
年
同
月
比
で
３ 

２
％
の
伐
採
削
減
を
行
っ
た
」

と
だ
け
語
り
、
今
年
上
半
期

が
過
去
６
年
間
で
最
大
の
伐

採
量
だ
っ
た
こ
と
を
隠
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
の
伐
採
面
積

は
２
日
に
発
表
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
２
０
日
に
は
別
の
機

関
が
「
８
月
の
法
定
ア
マ
ゾ

ン
の
伐
採
面
積
は
過
去
１
０

年
間
で
最
大
で
、
昨
年
同
月

比
で
は
７
％
増
え
た
」
と
発

表
し
て
お
り
、
大
き
な
矛
盾

が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ス
ピ
ー
チ
の
内

容
を
前
に
、
ペ
ル
ー
の
ペ
ド

ロ
・
カ
ス
テ
ィ
ジ
ョ
大
統
領
が

ス
ピ
ー
チ
の
半
ば
で
総
会
会

や
側
近
た
ち
と
通
り
で
ピ
ザ

を
立
ち
食
い
し
て
い
る
姿
が

目
撃
さ
れ
た
。
２
０
日
は
ブ

ラ
ジ
ル
料
理
の
有
名
チ
ェ
ー

ン
「
フ
ォ
ゴ
・
デ
・
シ
ョ
ン
」

で
の
昼
食
だ
っ
た
が
、
店
内

に
は
入
れ
な
い
た
め
、
店
が

気
を
使
っ
て
用
意
し
て
く
れ

た
、
黒
い
板
で
囲
ん
だ
店
外

の
テ
ー
ブ
ル
で
、
人
目
を
避

け
な
が
ら
食
べ
た
。
ビ
ル
・

デ
・
ブ
ラ
ー
ジ
オ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
長
や
ボ
リ
ス
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
国
首
相
か
ら

も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
め
ら

れ
て
い
た
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
だ

が
、
国
連
出
席
者
と
は
思
え

な
い
マ
ナ
ー
を
晒
す
く
ら
い

な
ら
接
種
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
。

　
　
　
　
　

◎  

　

２
０
日
の
聖
市
は
非
常
に

暑
く
、
市
内
の
平
均
最
高
気

温
は
今
年
最
高
の
３
５
・
７

度
と
な
っ
た
。こ
の
数
字
は
、

２
０
１
９
年
９
月
１
２
日
に

も
記
録
し
て
い
る
の
で
、
聖

市
で
の
暑
い
冬
現
象
は
定
着

化
し
つ
つ
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
暑
さ
は
長
く
は
続

か
ず
、
２
２
日
に
は
次
の
寒

冷
前
線
が
到
来
し
、
最
高

気
温
が
２
０
度
を
下
回
る
と

か
。
も
う
、
そ
ろ
そ
ろ
、
こ

の
暑
さ
が
お
さ
ま
り
、
１
０

月
か
ら
の
雨
季
に
向
け
て
ま

と
ま
っ
た
雨
が
降
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
。

暑
さ
だ
け
で
な
く
水
不
足
に

も
ご
注
意
を
。

　
　
　
　
　

◎  

　

今
週
の
サ
ッ
カ
ー
は
リ
ベ

ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
準
決
勝
。

４
強
の
う
ち
三
つ
が
伯
国
勢

な
の
で
楽
し
み
が
多
く
、
今

日
は
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
が
敵
地

ベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
テ
で
ア
ト
レ

チ
コ
・
ミ
ネ
イ
ロ
と
第
１
試

合
を
行
う
。
全
国
選
手
権
で

は
首
位
ガ
ロ
（
ミ
ネ
イ
ロ
）

に
差
を
つ
け
ら
れ
、
２
位
に

甘
ん
じ
て
い
る
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
。
リ
杯
で
ガ
ロ
に
勝
つ
こ

と
で
全
国
選
手
権
で
の
巻
き

返
し
に
も
つ
な
げ
た
い
と
こ

ろ
だ
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
四
男

の
レ
ナ
ン
氏
（
２
２
）
が
上

院
の
コ
ロ
ナ
禍
に
関
す
る
議

会
調
査
委
員
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）

に
対
し
て
威
嚇
行
為
を
行
っ

た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
同

氏
を
Ｃ
Ｐ
Ｉ
に
召
喚
す
る
よ

う
望
む
声
が
あ
が
る
事
態
が

起
こ
っ
て
い
る
。
２
１
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
レ
ナ

ン
氏
が
２
０
日
に
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
あ
げ
た
投
稿
だ
っ

た
。
そ
こ
に
は
動
画
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
動
画

は
、
レ
ナ
ン
氏
が
銃
販
売
店

を
訪
れ
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の

中
に
飾
ら
れ
た
数
丁
の
銃
を

見
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
レ

ナ
ン
氏
は
そ
こ
に
、「
や
あ
、

Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
と
書
い
て
Ｃ
Ｐ
Ｉ

を
挑
発
し
た
。

　

こ
れ
は
直
ち
に
問
題
と
な

り
、
一
斉
に
報
じ
ら
れ
た
た

め
、
レ
ナ
ン
氏
が
投
稿
を
削

除
し
た
。

　

だ
が
、
Ｃ
Ｐ
Ｉ
委
員
た
ち

の
怒
り
は
大
き
く
、
ア
レ
ッ

サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ィ
レ
イ
ラ
上
議

（
シ
ダ
ダ
ニ
ア
）
は
「
威
嚇

行
為
」
と
し
て
、
レ
ナ
ン
氏

の
召
喚
を
求
め
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
は
現
在
、
レ
ナ

ン
氏
の
企
業
立
ち
上
げ
を
手

伝
う
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ

る
マ
ル
コ
ニ
ー
・
ア
ル
ベ
ル

ナ
ス
・
デ
・
フ
ァ
リ
ア
氏
を

重
要
な
捜
査
対
象
に
し
た
ば

か
り
だ
。
彼
は
、
保
健
省
が

仲
介
業
者
を
介
し
て
相
場
の

１
０
倍
で
イ
ン
ド
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
「
コ
バ
ク
シ
ン
」
の
不

正
契
約
を
行
っ
た
際
の
ロ
ビ

イ
ス
ト
だ
と
目
さ
れ
る
。
こ

の
契
約
は
契
約
額
が
注
目
さ

れ
が
ち
だ
が
、
保
健
省
が
仲

介
業
者
を
介
し
て
ワ
ク
チ
ン

を
購
入
す
る
行
為
自
体
も
違

憲
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
先
週
、
レ
ナ

ン
氏
の
母
で
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

大
統
領
前
妻
の
ア
ナ
・
ク

リ
ス
チ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
レ
氏

の
召
喚
を
決
め
て
い
る
が
、

ヴ
ィ
レ
イ
ラ
上
議
は
、
レ

ナ
ン
氏
か
ら
も
マ
ル
コ

ニ
ー
氏
と
の
関
係
に
つ
い

て
聞
き
た
い
と
も
訴
え
て

い
る
。

　

米
国
が
２
０
日
、
１
１

月
以
降
、
伯
国
や
中
国
、

イ
ン
ド
、
英
国
な
ど
在
住

の
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接

種
完
了
者
へ
の
入
国
規
制

を
緩
和
す
る
事
を
決
め
た

と
同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

米
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
が
最
初
に
起
き

た
中
国
か
ら
の
旅
行
者
の

入
国
を
制
限
し
始
め
た
昨

年
１
月
以
降
、
入
国
制
限

の
対
象
と
な
る
国
を
徐
々

に
広
げ
て
い
た
が
、
今
回

は
そ
の
規
制
を
緩
和
す
る

事
を
決
め
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
伯
国
や

中
国
、
英
国
、
イ
ン
ド
、

南
ア
フ
リ
カ
、
欧
州
諸
国

在
住
者
や
１
４
日
以
内
に

こ
れ
ら
の
国
を
経
て
入
国

す
る
旅
行
者
も
、
予
防
接

種
証
明
を
提
示
す
れ
ば
入

国
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、

接
種
年
齢
に
達
し
て
い
な

い
子
供
と
、
陸
続
き
の
カ

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
に
関
し

て
は
別
扱
い
と
な
る
。

米
国
が
予
防
接
種
済
み

伯
人
の
入
国
規
制
緩
和

　

中
国
を
代
表
す
る
巨
大

複
合
企
業
、
恒
大
集
団
（
エ

ヴ
ァ
ー
グ
ラ
ン
デ
）
が
債
務

不
履
行
の
危
機
に
陥
っ
て
お

り
、
伯
国
を
は
じ
め
と
し
た

世
界
経
済
に
危
機
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

２
０
、２
１
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
９
９
６
年
創
業
、
広

東
省
深
圳
に
拠
点
を
置
く
恒

大
集
団
は
中
国
を
代
表
す
る

不
動
産
開
発
大
手
で
、
業

者
の
許
家
印
氏
は
中
国
屈
指

の
富
豪
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
だ
が
、
そ
の
恒
大
の
株

価
が
２
０
日
に
１
０
％
以
上

下
落
。
同
社
が
上
場
し
て
い

る
香
港
の
証
券
取
引
所
で
も

３
・３
０
％
の
暴
落
が
起
こ
る

な
ど
、
国
際
市
場
に
緊
張
感

が
走
っ
た
。

　

こ
の
影
響
を
受
け
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
証
券
取
引
所
の
指
数

（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
）
も

２
０
日
は
２
・
３
３
％
減
を

記
録
し
、
終
値
は
今
年
最
低

と
な
る
１
０
万
８
８
４
３
ポ

イ
ン
ト
ま
で
下
が
っ
た
。

　

こ
の
暴
落
が
起
こ
っ
た
理

由
は
、
恒
大
が
巨
額
の
負
債

を
抱
え
、
債
務
不
履
行
の

可
能
性
に
つ
い
て
改
め
て
警

告
を
受
け
た
こ
と
に
あ
る
。

２
０
日
は
一
部
の
銀
行
融
資

の
利
払
い
予
定
日
だ
っ
た
が
、

中
国
当
局
が
主
要
銀
行
に
支

払
い
は
受
け
ら
れ
な
い
と
伝

え
た
と
い
う
。

　

債
務
不
履
行
に
向
か
い
始

め
た
発
端
は
昨
年
８
月
、
恒

大
が
広
東
省
に
対
し
、
２
１

年
１
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

債
務
返
済
を
延
期
す
る
よ

う
申
し
入
れ
た
こ
と
だ
。
こ

の
と
き
は
同
社
最
大
の
投

資
家
た
ち
の
働
き
か
け
に
よ

り
、
そ
の
当
時
抱
え
て
い
た

負
債
の
う
ち
、
１
３
０
億
ド

ル
の
支
払
期
限
を
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
後

も
負
債
は
か
さ
み
、
現
時
点

で
３
千
億
ド
ル
を
超
え
る
に

至
っ
て
い
る
。

　

恒
大
は
２
０
２
３
年
の
半

ば
ま
で
に
負
債
額
を
１
千
億

ド
ル
減
ら
す
と
宣
言
し
て
い
る

が
、
現
時
点
で
は
８
０
億
レ

ア
ル
し
か
減
ら
せ
て
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
で
危
惧
さ
れ
る

こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
中
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ(

国
内
総
生
産)

に

与
え
る
影
響
だ
。
建
設
業
は

同
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
７
％
を
占

め
、
供
給
部
門
や
間
接
雇
用

も
含
め
る
と
２
５
％
近
く
に

達
す
る
。
負
債
で
建
設
が
滞

れ
ば
、
市
場
価
値
の
さ
ら
な

銃
を
見
せ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
を
威
嚇

委
員
の
怒
り
買
い
召
喚
か
？

伯
国
経
済
へ
の
打
撃
の
恐
れ
も

少
女
の
死
は
副
反
応
と
無
関
係

大統領四男

９
月
前
半
は
１
４
・
６
％
伸
び
る

昨
年
同
期
で
は
２
４
・４
％
増
加

聖市小売

国連でのボルソナロ大統領（Alan Santos/PR）

恒大の社屋（Twitter）

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
は
こ
の
日
の

演
説
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在

中
か
ら
、
Ｇ
２
０
に
数
え
ら

れ
る
国
の
中
で
は
唯
一
の
「
ワ

ク
チ
ン
を
打
た
ず
に
参
加
し

た
大
統
領
」
と
し
て
国
際
メ

デ
ィ
ア
の
注
目
を
浴
び
て
い
た

が
、
大
統
領
の
そ
の
姿
勢
は

演
説
で
も
反
映
さ
れ
た
。

　

大
統
領
は
演
説
の
中
で
、

「
自
分
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

支
持
者
で
、
１
１
月
に
は
国

民
の
ほ
と
ん
ど
が
接
種
を
終

え
る
」
と
あ
た
か
も
熱
心
に

接
種
政
策
を
展
開
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
語
り
つ
つ
も
、
ワ

ク
チ
ン
・
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
反

対
で
あ
る
と
接
種
義
務
化
に

否
定
的
な
姿
勢
を
改
め
て
強

調
し
た
。

　

さ
ら
に
自
身
が
「
コ
ロ
ナ
の

早
期
治
療
を
行
っ
た
」
と
し

て
、
現
在
、
上
院
の
コ
ロ
ナ

禍
議
会
調
査
委
員
会
（
Ｃ
Ｐ

Ｉ
）
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る

ク
ロ
ロ
キ
ン
に
よ
る
早
期
治
療

を
肯
定
し
た
。

　

ク
ロ
ロ
キ
ン
に
よ
る
治
療
は

効
用
が
な
い
こ
と
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
現

在
は
、
聖
市
を
中
心
と
す
る

高
齢
者
向
け
大
手
医
療
保
険

会
社
の
「
プ
レ
ベ
ン
チ
・
セ
ニ

オ
ル
」
が
、
自
社
が
運
営
す

る
病
院
で
、
国
家
研
究
倫
理

委
員
会
（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｅ
ｐ
）
の

許
可
を
得
ず
に
治
験
を
行
い
、

９
人
が
死
亡
し
た
の
に
２
人

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
商
業
協
会（
Ａ

Ｃ
Ｓ
Ｐ
）
が
２
０
日
、
９
月

前
半
の
聖
市
の
小
売
販
売
は

８
月
前
半
よ
り
１
４
・
６
％

伸
び
た
と
発
表
と
同
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外
出
規
制

場
か
ら
退
席
す
る
光
景
な
ど

も
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
演
説
に
対
し
、
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
「
国
内
の
支
持

者
だ
け
に
向
け
た
も
の
で
、

事
実
を
多
数
歪
曲
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
た
の
を
は
じ

め
、「
国
連
を
来
年
の
大
統
領

選
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
利
用
し

た
」
な
ど
、
国
内
外
で
批
判

的
な
声
が
目
立
っ
て
い
る
。

国連総会スピーチで波紋ボルソナロ
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し
止
め
の
事
由
は
な

い
」
と
の
判
断
が
再

確
認
さ
れ
た
。

　

２
０
日
朝
現
在
も

保
健
省
の
勧
告
通
り

に
接
種
を
中
止
し
て

い
た
の
は
３
州
都
の

み
で
、
現
場
か
ら
は

な
ぜ
勧
告
を
解
除
し

な
い
の
か
と
の
疑
問

も
生
じ
て
い
る
が
、

ケ
イ
ロ
ガ
保
健
相
は

２
０
日
も
勧
告
解
除

を
否
定
し
た
。

　

他
方
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
は
２
０
日
、

５
〜
１
１
歳
の
子
供

に
も
同
社
製
ワ
ク
チ

る
暴
落
が
考
え
ら
れ
る
。

　

恒
大
に
行
わ
れ
て
い
る
貸

付
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
国

内
の
銀
行
に
よ
る
も
の
だ
。

負
債
が
払
わ
れ
な
い
場
合
、

こ
れ
ら
の
金
融
機
関
が
被
害

を
被
る
こ
と
と
な
り
、
世
界

の
あ
ら
ゆ
る
産
業
活
動
へ
の

貸
付
停
滞
が
引
き
起
こ
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
建
設
部
門
は
中
国

の
中
で
も
最
大
の
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ(

一
次
産
品)

消
費
部
門

だ
。し
か
も
、中
国
は
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
の
国
際
市
場
の
鍵
を
握
る

国
だ
か
ら
、
中
国
経
済
が
落

ち
込
め
ば
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
の
輸

出
が
経
済
を
支
え
て
い
る
伯

国
に
は
大
き
な
打
撃
と
な
る
。

　

中
国
は
伯
国
最
大
の
貿
易

相
手
国
で
、
今
年
１
〜
５

月
の
伯
国
の
貿
易
収
支
黒
字

額
は
中
国
へ
の
輸
出
総
額
の

７
０
・
４
％
相
当
額
と
な
っ
て

い
る
。

が
よ
り
厳
し
か
っ
た
昨
年
９

月
の
前
半
と
比
べ
た
場
合
の

小
売
販
売
は
、
２
４
・
４
％

増
え
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
は
、
小
売
販
売

の
回
復
は
外
出
規
制
緩
和
や

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
進
展
に
よ
る
も
の
で
、
母

の
日
商
戦
が
あ
っ
た
５
月
以

降
、
継
続
し
て
回
復
し
て
い

る
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
現
在
の
小
売
は

ま
だ
、
昨
年
の
３
月
に
導
入

さ
れ
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
の
社
会
隔
離
政
策
で
生
じ

た
損
失
分
を
取
り
返
し
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
の
状
態
に
回
復
し
た
上
で
、

成
長
を
遂
げ
始
め
る
の
は
来

年
以
降
と
の
見
解
も
明
ら
か

に
し
た
。
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湾わ
ん

に
戻も

ど

っ
た
後あ

と

、
１
９
５
１

年ね
ん

に
彰

し
ょ
う

化か

キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
第だ

い

８
代だ

い

院い
ん

長ち
ょ
うに

就
し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。

　

１
９
５
３
年ね

ん

、
ヤ
ン
・
ユ

ー
チ
医い

師し

は
英え

い

国こ
く

で
学ま

な

ぶ
た

め
、
中

ち
ゅ
う

英え
い

協き
ょ
う

会か
い

の
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

を

獲か
く

得と
く

し
た
。
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

を
得え

る

た
め
に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし

た
の
が
、
彰

し
ょ
う

化か

キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
創そ

う

設せ
つ

者し
ゃ

で
あ
る
英え

い

国こ
く

の
宣せ

ん

教き
ょ
う

師し

デ

ビ
ッ
ド
・
ラ
ン
ズ
ボ
ロ
ー
医い

師し

の
息む

す

子こ

で
あ
る
デ
ビ
ッ
ド
・
ラ

ン
ズ
ボ
ロ
ー
Ⅳ
医い

師し

だ
っ
た
。

　

創そ
う

設せ
つ

者し
ゃ

の
ラ
ン
ズ
ボ
ロ
ー

医い

師し

が
台た

い

湾わ
ん

に
医い

療り
ょ
うサ

ー
ビ

ス
を
設せ

つ

立り
つ

す
る
目も

く

的て
き

で
到と

う

着
ち
ゃ
く

し
た
１
８
９
５
年ね

ん

は
、
奇く

し

台た
い

湾わ
ん

移い

民み
ん

の
パ
イ
オ
ニ
ア

　

モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ

ス
の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

派は

教き
ょ
う

会か
い

の
記き

録ろ
く

に

残の
こ

さ
れ
た
、
１
９
６
３
年ね

ん

に

サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
同ど

う

教き
ょ
う

会か
い

の
６
家か

族ぞ
く

や
他ほ

か

の
初し

ょ

期き

移い

民み
ん

は
、
彼か

れ

ら
以い

前ぜ
ん

に
到と

う

着
ち
ゃ
く

し
て
い
た
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

の
パ
イ
オ
ニ

ア
移い

民み
ん

で
あ
り
、
台た

い

湾わ
ん

の
彰

し
ょ
う

化か

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
病

び
ょ
う

院い
ん

の
第だ

い

８
代だ

い

院い
ん

長ち
ょ
うだ

っ
た
ヤ
ン
・
ユ

ー
チ
（
楊
毓
奇
）
医い

師し

の
支し

援え
ん

を
受う

け
た
こ
と
が
確か

く

認に
ん

さ

れ
て
い
る
。

　

ヤ
ン
・
ユ
ー
チ
医い

師し

は

１
９
０
７
年ね

ん

、
ル
ガ
ン
の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

派は

教き
ょ
う

会か
い

の
家か

族ぞ
く

に
生う

ま
　

ア
フ
マ
ド
さ
ん
の
弟

お
と
う
とは

、

家か

族ぞ
く

呼よ

び
寄よ

せ
で
サ
ン
パ
ウ

ロ
に
暮く

ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

だ
が
、
そ
の
妻つ

ま

と
子こ

供ど
も

は
、

２
０
１
７
年ね

ん

か
ら
４
回か

い

、
パ

キ
ス
タ
ン
の
ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

館か
ん

に
家か

族ぞ
く

呼よ

び
寄よ

せ
を
申し

ん

請せ
い

し
て
き
た
が
、
書し

ょ

類る
い

も
手て

数す
う

料り
ょ
うも

不ふ

備び

が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一い

っ

向こ
う

に
認み

と

め
ら
れ
な

い
ま
ま
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
８
月が

つ

１
５
日に

ち

、
タ

リ
バ
ン
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全ぜ

ん

土ど

を
支し

配は
い

下か

に
置お

い
た
と
宣せ

ん

言げ
ん

す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで

流な
が

れ
た
後あ

と

、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
残の

こ

さ
れ
て
い
た
ア
フ
マ
ド
さ

ん
の
義ぎ

妹ま
い

と
甥お

い

の
消

し
ょ
う

息そ
く

が
途と

絶だ

え
た
…
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
ブ
ラ
ジ

く
も
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
が

パ
リ
で
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

通つ
う

商し
ょ
う

条
じ
ょ
う

約や
く

に
調

ち
ょ
う

印い
ん

し
、
清し

ん

王お
う

朝ち
ょ
うと

日に

本ほ
ん

が
下

し
も
の

関せ
き

条じ
ょ
う

約や
く

に
調

ち
ょ
う

印い
ん

し
て

台た
い

湾わ
ん

が
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

領り
ょ
うと

な
っ

た
の
と
同ど

う

年ね
ん

で
、
後あ

と

に
、
彰

し
ょ
う

化か

キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

病び
ょ
う

院い
ん

が
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
。

　

ヤ
ン
医い

師し

は
英え

い

国こ
く

に
行い

っ

た
後あ

と

、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
米べ

い

国こ
く

に

渡わ
た

り
、
台た

い

湾わ
ん

の
病

び
ょ
う

院い
ん

に
は
戻も

ど

ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ラ
ジ
ル
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

で
ビ
ザ
を
取し

ゅ

得と
く

し
、

１
９
５
５
年ね

ん

８
月が

つ

２
５
日に

ち

、

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
到と

う

着ち
ゃ
くし

た
。

　

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
暮く

ら
し
て
い

た
モ
ジ
に
農の

う

場じ
ょ
うを

購こ
う

入に
ゅ
うし

、

翌よ
く

年と
し

４
月が

つ

１
１
日に

ち

に
は
３
人に

ん

の
子こ

供ど
も

も
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
到と

う

着ち
ゃ
く。

息む
す

子こ

の
ピ
ー
タ
ー
氏し

に

よ
れ
ば
、
少す

こ

し
遅お

く

れ
て
５
月が

つ

４
日か

に
妻つ

ま

と
娘む

す
め

も
到と

う

着ち
ゃ
くし

た
。

ヤ
ン
家か

族ぞ
く

が
他ほ

か

の
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

に

出で

会あ

え
た
の
は
、
到と

う

着ち
ゃ
くし

て

数す
う

年ね
ん

後ご

の
こ
と
だ
っ
た
と
い

う
。

　

ヤ
ン
医い

師し

が
移い

民み
ん

先さ
き

と
し

て
ブ
ラ
ジ
ル
を
選え

ら

ん
だ
理り

由ゆ
う

は
、
日に

本ほ
ん

語ご

が
で
き
る
多お

お

く

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

が
い
た
こ
と
も

関か
ん

係け
い

し
て
い
た
。

台た
い

湾わ
ん

移い

民み
ん

の
要よ

う

因い
ん

　

戦せ
ん

後ご

、
台た

い

湾わ
ん

移い

民み
ん

を
引ひ

き

起お

こ
し
た
要よ

う

因い
ん

に
つ
い
て
は
、

主お
も

に
５
０
年ね

ん

、
６
０
年ね

ん

代だ
い

の

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
国こ

く

民み
ん

党と
う

と
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
内な

い

戦せ
ん

後ご

に
、
政せ

い

治じ

や
経け

い

済ざ
い

「
義ぎ

妹ま
い

と
甥お

い

の
消し

ょ
う

息そ
く

が
途と

絶だ

え
た
」

ニ
ス
タ
ン
情

じ
ょ
う

勢せ
い

で
は
、
一い

っ

刻こ
く

を

争あ
ら
そ

っ
て
人じ

ん

道ど
う

ビ
ザ
を
求も

と

め
る

人ひ
と

が
い
る
の
は
、
誰だ

れ

の
目め

に
も

明あ
き

ら
か
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
「
人じ

ん

道ど
う

ビ
ザ
発は

っ

給き
ゅ
う

宣せ
ん

言げ
ん

」
は
、
期き

待た
い

に
反か

え

し
て
即そ

く

座ざ

に
手て

放ば
な

し

で
喜よ

ろ
こ

べ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。

　
一い

ち

部ぶ

の
人ひ

と

の
間あ

い
だで

は
、
ブ
ラ

ジ
ル
政せ

い

府ふ

に
向む

け
て
ブ
ラ
ジ

ル
大た

い

使し

館か
ん

や
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

で
早さ

っ

　

ア
フ
マ
ド
さ
ん
は
「
こ
の
ま

ま
で
は
、
誰だ

れ

も
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
人じ

ん

道ど
う

ビ
ザ
で
来こ

ら
れ
ま
せ

ん
」
と
、
シ
ョ
ッ
ク
の
色い

ろ

を
隠か

く

せ
な
い
。

　

２
年ね

ん

前ま
え

、
ア
フ
マ
ド
さ
ん

に
呼よ

び
寄よ

せ
ら
れ
た
父ち

ち

親お
や

ハ

ー
ジ
・
ラ
ヒ
ン
さ
ん
（
５
０

歳さ
い

）
は
、
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

の
映え

い

像ぞ
う

を
見み

せ
な
が
ら
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
家か

族ぞ
く

全ぜ
ん

員い
ん

を
失

う
し
な

っ

た
一ひ

と

人り

の
女じ

ょ

性せ
い

が
泣な

き
叫さ

け

ぶ

映え
い

像ぞ
う

や
、
男だ

ん

性せ
い

が
顔か

お

部ぶ

分ぶ
ん

は

網あ
み

状じ
ょ
うに

な
っ
て
外そ

と

か
ら
は
顔か

お

が
見み

え
な
い
白し

ろ

い
服ふ

く

で
全ぜ

ん

身し
ん

を
覆お

お

う
衣い

装し
ょ
うを

着き

て
い
る
姿

す
が
た

な
ど
を
見み

せ
な
が
ら
、「
自じ

由ゆ
う

は
な
い
」
と
重お

も

い
口く

調ち
ょ
うで

付つ

け
加く

わ

え
た
。

有ゆ
う

言げ
ん

実じ
っ

行こ
う

を
求も

と

め
て

　
「
や
る
と
言い

い
な
が
ら
実じ

っ

行こ
う

さ
れ
な
い
」
こ
と
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
で
は
よ
く
あ
る
話は

な
し

と
、
当と

う

地ち

在ざ
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

な
ら
う
な
ず
け

る
。
し
か
し
、
今い

ま

の
ア
フ
ガ

ル
大た

い

使し

館か
ん

は
な
く
、
９
月が

つ

時じ

点て
ん

で
ブ
ラ
ジ
ル
の
人じ

ん

道ど
う

ビ
ザ

を
発は

っ

給き
ゅ
うで

き
る
の
は
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
以い

外が
い

に
、
テ
ヘ
ラ
ン
、

ア
ン
カ
ラ
、
ア
ブ
ダ
ビ
、
モ

ス
ク
ワ
と
い
う
選せ

ん

択た
く

肢し

が
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
陸り

く

続つ
づ

き
の
イ
ラ

ン
に
入

に
ゅ
う

国こ
く

す
る
に
は
ビ
ザ
が

必ひ
つ

要よ
う

で
、
他ほ

か

は
陸り

く

路ろ

で
は
遠と

お

す
ぎ
て
移い

動ど
う

が
で
き
な
い
。

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
が
最も

っ
と

も
希き

望ぼ
う

を
見み

い
だ
せ
る
ブ
ラ
ジ
ル

大た
い

使し

館か
ん

だ
っ
た
が
、
パ
キ
ス
タ

ン
に
い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人じ

ん

た
ち
は
、
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの

状
じ
ょ
う

況き
ょ
うに

直
ち
ょ
く

面め
ん

し
た
。

情じ
ょ
う

勢せ
い

が
不ふ

安あ
ん

定て
い

と
な
っ
た
こ

と
や
、
７
０
年ね

ん

代だ
い

に
は
台た

い

湾わ
ん

は
米べ

い

国こ
く

と
外が

い

交こ
う

関か
ん

係け
い

を
断だ

ん

絶ぜ
つ

し
、
国こ

く

連れ
ん

か
ら
脱だ

っ

退た
い

し
た
こ

と
が
挙あ

げ
ら
れ
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
問も

ん

題だ
い

で
、
台た

い

湾わ
ん

の
独ど

く

立り
つ

を
求も

と

め
る
民み

ん

主し
ゅ

化か

活か
つ

動ど
う

家か

や
国こ

く

際さ
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

の
中な

か

で
台た

い

湾わ
ん

の
危き

機き

を
感か

ん

じ
た
人ひ

と

々び
と

が
、

避ひ

難な
ん

先さ
き

と
し
て
家か

族ぞ
く

と
と
も

に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移い

民み
ん

す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

９
０
年ね

ん

代だ
い

以い

降こ
う

、
台た

い

湾わ
ん

は

民み
ん

主し
ゅ

化か

を
達た

っ

成せ
い

し
、
政せ

い

治じ

的て
き

安あ
ん

定て
い

と
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
うが

得え

ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

来く

る
移い

民み
ん

は
大お

お

幅は
ば

に
減げ

ん

少し
ょ
うし

、

移い

民み
ん

し
た
人ひ

と

の
中な

か

に
も
台た

い

湾わ
ん

に
戻も

ど

る
人ひ

と

が
現あ

ら
われ

た
。

　

近き
ん

年ね
ん

で
は
、
一
貫
道
（I-

K
uanTao

）＊
の
移い

民み
ん

が
少

し
ょ
う

数す
う

い
る
ほ
か
、
台た

い

湾わ
ん

の
多た

国こ
く

籍せ
き

企き

業ぎ
ょ
うか

ら
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

が
短た

ん

期き

滞た
い

在ざ
い

し
て
い
る
の
が
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

な

大お
お
浦う
ら
智と
も
子こ

急き
ゅ
うに

人じ
ん

道ど
う

ビ
ザ
を
発は

っ

給き
ゅ
うす

る

よ
う
に
働は

た
ら

き
か
け
よ
う
と
い

う
動う

ご

き
も
あ
る
と
い
う
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人ひ

と

々び
と

が
ほ

し
い
の
は
平へ

い

和わ

だ
け

　

ア
フ
マ
ド
さ
ん
家か

族ぞ
く

は
、

母ぼ

語ご

で
あ
る
ダ
リ
ー
語ご

を
話は

な

す
。
父ち

ち

親お
や

の
母ぼ

語ご

は
パ
シ
ュ
ト

ー
語ご

。
他ほ

か

に
も
ウ
ル
ド
ゥ
ー

語ご

や
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語ご

、
英え

い

語ご

、

そ
し
て
今い

ま

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
。
元も

と

々も
と

、
多た

民み
ん

族ぞ
く

、
多た

言げ
ん

語ご

、
多た

文ぶ
ん

化か

で
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て

き
た
の
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

だ
。

　
「
私わ

た
し

た
ち
は
戦た

た
かい

ば
か
り
の

米べ
い

国こ
く

で
も
タ
リ
バ
ン
で
も
な

く
、
平へ

い

和わ

だ
け
が
ほ
し
い
の

で
す
」
と
語か

た

る
ア
フ
マ
ド
さ

ん
。

　
「
郷

き
ょ
う

里り

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが

良よ

く
な

れ
ば
帰き

国こ
く

し
た
い
で
す
か
？
」

と
の
質し

つ

問も
ん

に
、「
そ
ん
な
の
は

ジ
ョ
ー
ク
だ
。
６
０
年ね

ん

前ま
え

は

イ
ギ
リ
ス
、
４
０
年ね

ん

前ま
え

は
ソ

連れ
ん

、
２
０
年ね

ん

前ま
え

は
タ
リ
バ
ン
、

そ
し
て
今い

ま

は
ダ
イ
シ
と
い
う

新あ
た
らし

い
グ
ル
ー
プ
も
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

し
ン
パ
ウ
ロ
で

　

現げ
ん

在ざ
い

、
ア
フ
マ
ド
さ
ん
の

ハ
ラ
ー
ル
食

し
ょ
く

肉に
く

店て
ん

が
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
に
約や

く

２
０
人に

ん

い
る
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
人じ

ん

の
た
ま
り
場ば

に
な
っ
て
い
る
。
今い

ま

ま
で
は
サ

ン
パ
ウ
ロ
に
約や

く

２
０
０
人に

ん

い

る
パ
キ
ス
タ
ン
人じ

ん

の
メ
ス
キ
ー

タ
（
礼れ

い

拝は
い

堂ど
う

）
を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

さ
せ

て
も
ら
っ
て
き
た
が
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
人じ

ん

だ
け
の
メ
ス
キ
ー

タ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
作つ

く

る
こ
と
を

（３）

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
も
気き

ま
ず

い
目め

線せ
ん

　

買か

い
物も

の

を
終お

え
て
、
駅え

き

に

行い

っ
た
。
も
う
午ご

後ご

６
時じ

過す

ぎ
、
駅え

き

は
帰き

宅た
く

時じ

間か
ん

で
混こ

ん

雑ざ
つ

し
て
い
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
公こ

う

共き
ょ
う

交こ
う

通つ
う

機き

関か
ん

は
バ
ス
が
多お

お

く
、
そ
れ

か
自じ

家か

用よ
う

車し
ゃ

で
の
移い

動ど
う

が
普ふ

通つ
う

で
、
俺お

れ

も
そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
日に

本ほ
ん

に
来き

て

か
ら
歩あ

る

き
っ
ぱ
な
し
で
足あ

し

が

吊つ

っ
た
よ
う
に
痛い

た

く
、
歩あ

る

く
の

が
辛つ

ら

か
っ
た
。
来ら

い

日に
ち

し
て
直す

ぐ
買か

っ
た
安や

す

く
て
カ
ッ
コ
良よ

か

っ
た
靴く

つ

も
、
変へ

ん

に
俺お

れ

を
痛い

た

め

て
い
る
よ
う
だ
。

　

俺お
れ

と
は
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に
日に

本ほ
ん

の

現げ
ん

代だ
い

人じ
ん

は
５
０
年ね

ん

前ま
え

と
変か

わ

ら
ず
、
足あ

し

早ば
や

で
俺お

れ

を
ど
ん
ど

ん
抜ぬ

い
て
い
く
。

　

う
ぁ
～
、
前ぜ

ん

方ぽ
う

に
階か

い

段だ
ん

が

迫せ
ま

っ
て
き
た
。「
あ
っ
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
有あ

っ
た
。
良よ

か

っ
た
！
」

　

何な
ん

と
か
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

に
辿た

ど

り
着つ

き
、
あ
～
良よ

か
っ

た
～
。
と
こ
ろ
が
、
俺お

れ

の
後う

し

ろ
に
長

ち
ょ
う

～
い
列れ

つ

が
で
き
た
。

　

な
ぜ
だ
ろ
う
、
皆み

な

が
じ
っ

と
俺お

れ

を
見み

て
い
る
。「
う
～
ん
、

何な
ん

な
ん
だ
」
と
頭あ

た
ま

を
捻ひ

ね
っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
な
ら
文も

ん

句く

が
あ
れ

ば
誰だ

れ

か
が
い
っ
て
く
る
。

　

こ
こ
で
も
何な

に

か
言い

っ
て
く

る
だ
ろ
う
と
、
俺お

れ

も
皆み

な

を
見み

つ
め
返か

え

し
て
、
挨あ

い

拶さ
つ

（
？
）

気ぎ
 
み味

に
少す

こ

し
頭あ

た
まを

下さ

げ
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
に
応こ

た

え
て
返か

え
っ

て
き
た
の
は
、
嫌い

や

な
沈ち

ん

黙も
く

と

冷つ
め

た
い
目め

線せ
ん

だ
け
だ
っ
た
。

　

後あ
と

で
知し

っ
た
の
だ
が
、
俺お

れ

が

立た

っ
て
い
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
側が

わ

は
、
忙い

そ
が

し
く
上の

ぼ

る
奴や

つ

等な
ど

の
通と

お

る
道み

ち

だ
っ
た
そ
う
だ
。

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
自じ

分ぶ
ん

が
上の

ぼ

ら
な
く
て
も
上の

ぼ

れ
る
物も

の

な
の
に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
何な

故ぜ

エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
わ
ざ
わ
ざ

急い
そ

い
で
上の

ぼ

る
ん
だ
？

状じ
ょ
う

況き
ょ
うで

あ
る
。

日に
っ

台た
い

友ゆ
う

好こ
う

は
ア
ジ
ア
か
ら
ブ

ラ
ジ
ル
で
も

　

台た
い

湾わ
ん

人じ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
様さ

ま

々ざ
ま

な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
な
が
ら
社し

ゃ

会か
い

に
統と

う

合ご
う

さ
れ
て
き
た
。
特と

く

に

移い

民み
ん

初し
ょ

期き

か
ら
助た

す

け
合あ

っ
て

政せ
い

治じ

混こ
ん

乱ら
ん

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
避ひ

難な
ん

も

ア
ジ
ア
系け

い

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の
今い

ま 

(5)
台
たい
湾
わん
編
へん
〈３〉

伯は
っ

国こ
く

政せ
い

府ふ

の
人じ

ん

道ど
う

配は
い

慮り
ょ

ビ
ザ
の
現げ

ん

実じ
つ

聖せ
い

市し

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人じ

ん

に
聞き

く
《下

げ

》

　京
きょう

野
の

吉
よ し

男
お

元
も と

伯
ぶらじる

陸
り く

軍
ぐ ん

予
よ

備
び

役
え き

大
た い

佐
さ

が毎
ま い

週
しゅう

火
か

曜
よ う

日
び

の正
しょう

午
ご

にサン
パウロ市

し

リベルダーデ区
く

のニッケイパラセホテルの
レストランで開

ひ ら

く昼
ちゅう

食
しょく

会
か い

に、エドソン・マサユキ・
ヒロシ少

しょう

将
しょう

（三
さ ん

世
せ い

）が招
ま ね

かれた。
　ヒロシ氏

し

少
しょう

将
しょう

は、サンパウロ州
しゅう

カンピーナス市
し

の陸
り く

軍
ぐ ん

１１師
し

団
だ ん

司
し

令
れ い

官
か ん

で、歴
れ き

代
だ い

６人
に ん

目
め

の日
に っ

系
け い

陸
り く

軍
ぐ ん

将
しょう

官
か ん

。陸
り く

・海
か い

・空
く う

軍
ぐ ん

では通
つ う

算
さ ん

１３人
に ん

目
め

の日
に っ

系
け い

将
しょう

官
か ん

だ。
　昼

ちゅう

食
しょく

会
か い

は３０人
に ん

程
ほ ど

が集
あ つ

まった。スピーチで京
きょう

野
の

氏
し

は「伯
は っ

国
こ く

軍
ぐ ん

人
じ ん

として活
か つ

躍
や く

し、日
に っ

系
け い

社
し ゃ

会
か い

を盛
も

り上
あ

げてほしい」と激
げ き

励
れ い

した。
　ヒロシ氏

し

は、「日
に っ

系
け い

コロニアの団
だ ん

結
け つ

は本
ほ ん

当
と う

に素
す

晴
ば

らしく、こ
のブラジルには欠

か

かせない。それを象
しょう

徴
ちょう

するリベルダーデは
重
じゅう

要
よ う

な存
そ ん

在
ざ い

。今
こ ん

後
ご

も影
か げ

ながら支
さ さ

えていきたい。今
こ ん

回
か い

は招
しょう

待
た い

し
ていただきありがとうございます」と深

し ん

謝
し ゃ

した。
　ヒロシ少

しょう

将
しょう

の今
こ ん

後
ご

の活
か つ

躍
や く

に期
き

待
た い

したいところ。（淀
よ ど

）

　

２
５
・
２
６
日に

ち

に
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）

が
サ
ン
ロ

ッ
ケ
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開か

い

催さ
い

す
る
第だ

い

１

回か
い

「
春は

る

祭ま
つ

り
（FEST

IV
A

L 
D

A
 P

R
IM

A
V

E
R

A

）」。

そ
こ
で
企き

画か
く

さ
れ
て
い
る
茶さ

道ど
う

裏う
ら

千せ
ん

家け

ブ
ラ
ジ
ル
セ
ン
タ

ー
の
茶ち

ゃ

会か
い

に
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

を
募つ

の

っ
て
い
る
。

　

同ど
う

茶ち
ゃ

会か
い

イ
ベ
ン
ト
は
、

来き

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

は
良

り
ょ
う

好こ
う

な
関か

ん

係け
い

に
あ
る
。

　
「
日に

本ほ
ん

は
戦せ

ん

前ぜ
ん

５
０
年ね

ん

の

台た
い

湾わ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

、
多お

お

く
の
イ

ン
フ
ラ
整せ

い

備び

を
行お

こ
な

い
、
た
く

さ
ん
の
良よ

い
も
の
を
残の

こ

し
て

く
れ
ま
し
た
。 

ほ
と
ん
ど
の

台た
い

湾わ
ん

人じ
ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
良よ

い
友ゆ

う

人じ
ん

だ
と
思お

も

っ
て
い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

と
台た

い

湾わ
ん

は
現げ

ん

在ざ
い

も
ア
ジ
ア

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
外が

い

交こ
う

問も
ん

題だ
い

で
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
は
、
台た

い

北ぺ
い

文ぶ
ん

化か

セ
ン

タ
ー
と
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

が
近き

ん

所じ
ょ

に
あ
り
、

常つ
ね

に
交こ

う

流り
ゅ
うが

あ
り
ま
す
。
こ

の
友ゆ

う

情じ
ょ
うは

ア
ジ
ア
で
始は

じ

ま
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
続つ

づ

い
て
い
ま

す
」
と
張

ち
ょ
う

氏し

は
語か

た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
続つ

づ

く
）

（
※
宗し

ゅ
う

教き
ょ
うグ

ル
ー
プ
の
一い

っ

貫か
ん

道ど
う

が
南な

ん

米べ
い

に
移い

民み
ん

す
る
目も

く

的て
き

は
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
に
教お

し

え
を
広ひ

ろ

め
る
こ
と
で

目め

指ざ

し
て
い
る
。

　
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
い
る

時と
き

か
ら
、
日に

本ほ
ん

で
中

ち
ゅ
う

古こ

車し
ゃ

の

輸ゆ

出し
ゅ
つに

携た
ず
さ

わ
る
パ
キ
ス
タ
ン

人じ
ん

の
友ゆ

う

人じ
ん

か
ら
日に

本ほ
ん

の
話は

な
し

を

聞き

い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
日に

本ほ
ん

に
次つ

ぐ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
あ
る
こ
と
を
知し

っ
て
い
ま

し
た
。
今い

ま

、
近き

ん

所じ
ょ

に
日に

本ほ
ん

食
し
ょ
く

店み
せ

も
あ
っ
て
、
そ
こ
の
ス
シ
も

大だ
い

好す

き
で
す
」
と
笑え

み
を
こ

ぼ
す
。
手て

み
や
げ

土
産
に
持も

っ
て
行い

っ

た
ブ
ラ
ジ
ル
製せ

い

日に

本ほ
ん

風ふ
う

ク
ッ

１
１
時じ

・
１
３
時じ

・
１
５
時じ

と
１
日に

ち

３
回か

い

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
。

参さ
ん

加か

費ひ

は
２
０
レ
ア
ル
、
予よ

約や
く

は
不ふ

要よ
う

。

　

茶ち
ゃ

会か
い

で
は
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

に
薄う

す

茶ち
ゃ

と
手て

作づ
く

り
の
主お

も

菓が

子し

が
振ふ

る
舞ま

わ
れ
る
。
当と

う

日じ
つ

会か
い

場じ
ょ
うの

茶ち
ゃ

席せ
き

は
、
感か

ん

染せ
ん

防ぼ
う

止し

対た
い

策さ
く

の

為た
め

、
扉と

び
ら

を
外は

ず

し
て
茶ち

ゃ

席せ
き

の
外そ

と

に
も
椅い

子す

を
設も

う

け
て
執と

り
行

お
こ
な

わ
れ
る
。

　

同ど
う

セ
ン
タ
ー
の
水み

ず

本も
と

法の
り

子こ

さ
ん
は
、「
こ
の
機き

会か
い

に

ぜ
ひ
皆み

な

さ
ん
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

で
あ

る
茶さ

道ど
う

を
体た

い

感か
ん

し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。　

文ぶ
ん

協き
ょ
うの

第だ
い

１
回か

い

「
春は

る

祭ま
つ

り

（FEST
IV

A
L D

A
 P

R
I-

M
A

V
E

R
A

）」
は
２
５
日に

ち

と
２
６
日に

ち

の
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら

１
２
時じ

半は
ん

、
午ご

後ご

１
２
時じ

半は
ん

アフマドさん（右
みぎ

）と父
ちち

親
おや

のハージさん（左
ひだり

から２番
ばん

目
め

）

２
５
・
２
６
日に

ち

に
対た

い

面め
ん

形け
い

式し
き

で

文ぶ
ん

協き
ょ
う

春は
る

祭ま
つ

り
で
茶さ

道ど
う

体た
い

験け
ん

を

裏
うら
千
せん
家
け

１９６３年
ねん

にモジに移
い

住
じゅう

した台
たい

湾
わん

人
じん

６家
か

族
ぞく

が最
さい

初
しょ

に建
た

てた長
ちょう

老
ろう

派
は

教
きょう

会
かい

裏
うら

千
せん

家
け

ブラジルセンターの水
みず

本
もと

法
のり

子
こ

さんと
中
なか

根
ね

瑞
みず

穂
ほ

さん

て
戦

た
た
か

っ
て
い
る
。

私わ
た
した

ち
は
親お

や

子こ

３
世せ

代だ
い

に
わ
た

っ
て
良よ

く
な
っ
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
を
見み

た
こ
と

が
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
良よ

く
な

ら
な
い
の
は
明あ

き

ら
か
だ
」
と
語ご

気き

を
強つ

よ

め
た
。

新あ
た
らし
い
土と

地ち

サ

か
ら
１
７
時じ

に
開か

い

催さ
い

。
会か

い

場
じ
ょ
う

は
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
うチ

ケ
ッ
ト
は
専せ

ん

用よ
う

サ
イ
ト
（b

it.ly
/h

aru 
m

atsu
rib

u
n

k
yo

）
で

購こ
う

入に
ゅ
うが

可か

能の
う

。
購こ

う

入に
ゅ
うは

サ
イ

ト
へ
の
登と

う

録ろ
く

が
必ひ

つ

要よ
う

で
、
支し

払は
ら

い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ト

（V
isa

、M
astercard

、

D
in

ers

）
の
み
対た

い

応お
う

。
チ

ケ
ッ
ト
購こ

う

入に
ゅ
う

方ほ
う

法ほ
う

な
ど
は
イ

ベ
ン
ト
チ
ケ
ッ
ト
販は

ん

売ば
い

ペ
ー

ジ
で
記き

載さ
い

さ
れ
て
い
る
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（h
ttp

s://w
w

w
.face 

b
o

o
k

.co
m

/p
arq

u
e 

bunkyo/

）
で
確か

く

認に
ん

を
。

左
ひだり

から４番
ばん

目
め

がヒロシ氏
し

、その右
みぎ

隣
どなり

が京
きょう

野
の

氏
し

ヤン・ユーチ（楊毓奇）医
い

師
し

（台
たい

湾
わん

の彰
あきら

化
か

クリスチャン病
びょう

院
いん

のサイトより）
れ
た
。
台た

い

南な
ん

神し
ん

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

、

牧ぼ
く

師し

と
し

て
一い

っ

定て
い

期き

間か
ん

働は
た
ら

い
た

後の
ち

満ま
ん

州し
ゅ
う

に

行い

き
、
台た

い

キ
ー
を
緑

り
ょ
く

茶ち
ゃ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
、「
お

い
し
い
、
お
い
し
い
」
と
喜よ

ろ
こん

で
食た

べ
て
く
れ
た
。

　

タ
リ
バ
ン
政せ

い

権け
ん

の
出で

方か
た

や

テ
ロ
情

じ
ょ
う

勢せ
い

次し

第だ
い

で
は
、
出

し
ゅ
つ

移い

民み
ん

や
難な

ん

民み
ん

の
圧あ

つ

力り
ょ
くは

再ふ
た
た

び
高た

か

ま
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

が
人じ

ん

道ど
う

ビ
ザ
発は

っ

給き
ゅ
うの

約や
く

束そ
く

を
果は

た

す
か
ど
う
か
、
少す

く

な
か
ら
ず

期き

待た
い

す
る
声こ

え

が
高た

か

ま
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
終お

わ
り
）

あ
る
。
オ
ー
プ
ン
し
た
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
多お

お

く
の
都と

市し

で
人に

ん

気き

が
あ
る
）京

きょう

野
の

昼
ちゅう

食
しょく

会
かい

にヒロシ陸
りく

軍
ぐん

少
しょう

将
しょう

アフマドさんのハラール食
しょく

肉
にく

店
てん

（ハラール肉
にく

とは、イスラム教
きょう

で
厳
げん

格
かく

に定
さだ

められた屠
と

畜
ちく

、解
かい

体
たい

などの方
ほう

法
ほう

で処
しょ

理
り

された肉
にく

）



Ｓ
Ｐ
Ｘ
は
特
定
業
種
の
み
維
持

も
１
・
４
％
増
と
し
て
い
た

見
通
し
を
０
・
４
％
増
に
引

き
下
げ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
１
３
日
に

は
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
が
１
・

５
％
増
か
ら
０
・
９
％
増
に

引
き
下
げ
た
ほ
か
、
９
月
に

入
っ
た
直
後
に
、
フ
ァ
ト
ル

銀
行
が
２
０
２
２
年
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
を
０
・
５
％
増
と

す
る
見
通
し
を
維
持
す
る
と

発
表
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
以
外
の
金
融
機
関

　

不
安
定
な
政
情
に
加
え
て
加
速
す
る
イ
ン
フ
レ
と
高
金
利
、
水
不
足
の
可
能
性
ま
で
加
わ
る
状
況
を
受
け
、
国
内

の
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
は
、
伯
国
の
証
券
取
引
市
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
縮
小
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア

セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
多
く
が
採
用
し
て
い
る
リ
ス
ク
削
減
戦
略
は
、
伯
国
証
券
取
引
所
（
Ｂ
３
）
で
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
か
ら
ヘ
ッ
ジ
の
購
入
、
さ
ら
に
国
際
資
産
へ
の
賭
け
で
あ
る
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
は
政
治
情
勢
悪
化
を
指
摘

足
に
陥
る
可
能
性
が
次
第
に

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

一
連
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
題

を
受
け
て
、
複
数
の
金
融
機

関
が
２
０
２
２
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
の
見
通
し
を
１
％
増

未
満
で
予
想
す
る
動
き
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

１
４
日
に
は
、
イ
タ
ウ
・

ウ
ニ
バ
ン
コ
銀
行
が
、
こ
れ

ま
で
の
１
・５
％
増
か
ら
０
・

５
％
増
に
下
方
修
正
し
た
ほ

か
、
Ｍ
Ｂ
ア
ソ
シ
ア
ー
ド
ス

　

２
０
２
１
年
第
２
四
半
期

（
４
―
６
月
期
）
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
が
市
場
の
予
想
を
下

回
っ
た
こ
と
に
加
え
、
政
策

金
利
の
上
昇
、
２
０
２
１
年

８
月
の
イ
ン
フ
レ
率
が
８
月

と
し
て
は
過
去
２
１
年
間
で

最
高
を
記
録
し
た
こ
と
、
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
対
応
に

よ
り
、
共
和
国
の
三
権
の
間

で
緊
張
が
高
ま
っ
た
こ
と
、

過
去
９
１
年
間
で
最
悪
の
旱

魃
に
よ
り
、
伯
国
が
電
力
不

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
方
針
の
転
換

の
一
部
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

株
価
指
数
（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ

ｓ
ｐ
ａ
）
が
こ
の
と
こ
ろ
、

１
１
万
５
千
ポ
イ
ン
ト
を
下

回
る
落
ち
込
み
を
記
録
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
す
る
も
の

で
、
象
徴
的
で
も
あ
る
。

　

過
去
数
カ
月
間
の
株
価
の

値
上
が
り
を
支
え
た
国
内
の

投
資
家
が
株
式
市
場
か
ら

撤
退
し
て
い
る
理
由
は
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
ボ
ラ
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
加
え
、
金
利
の
上
昇
で
固

定
利
回
り
債
権
が
よ
り
魅
力

的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。

　

Ａ
Ｓ
Ａ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

Ａ
Ｓ
Ａ
は
保
守
資
産
を
軸
足
に

ファンド
　

例
え
ば
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
キ
ャ
ピ

タ
ル
は
伯
国
資
産
へ
の
暴
露

を
お
よ
そ
４
０
％
削
減
し

た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
政

治
情
勢
の
悪
化
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
対
策
は
、
過
去
２

週
間
に
わ
た
っ
て
プ
レ
カ
ト

リ
オ
（
裁
判
所
が
償
還
を
命

じ
た
場
合
に
政
府
債
券
の
発

行
を
通
じ
て
翌
年
予
算
で
償

還
さ
れ
る
未
払
金
）
問
題
に

解
決
の
見
通
し
が
立
た
な
い

こ
と
や
、
三
権
の
間
で
対
立

が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
イ

ン
フ
レ
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
後
押

　

経
済
省
の
ア
ド
ル
フ
ォ
・

サ
ク
シ
ダ
局
長
が
１
５
日
、

２
０
２
２
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

２
％
増
を
上
回
る
と
い
う
見

方
を
示
し
た
。
市
場
で
は
こ

の
と
こ
ろ
、
２
０
２
２
年
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
見
通
し
を

ブラジル・リスクの低減へ
（３） ２０２１（令和三）年第５８２０号  ９月 ２２日 （水曜日）

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
Ａ
Ｃ
パ
ス

ト
ー
レ
の
場
合
、
１
・
２
％

増
を
見
込
む
。

　

こ
れ
ら
の
見
通
し
は
い
ず

れ
も
、
金
融
機
関
を
対
象
に

中
銀
が
実
施
し
て
い
る
経
済

動
向
調
査
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」

の
、
平
均
１
・
７
％
増
と
い

う
調
査
結
果
を
下
回
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
金
融
機
関
や

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が

現
時
点
で
発
表
し
て
い
る

大
手
金
融
機
関
が
否
定
的
な
見
方

２
２
年
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
％
未
満
か
？

ツ
の
Ａ
Ｓ
Ａ
ヘ
ッ
ジ
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
マ
ウ
シ
オ
・

フ
ォ
ン
テ
ス
氏
は
、「
個
人

投
資
家
の
傾
向
と
し
て
は
、

株
式
市
場
か
ら
離
れ
て
、
よ

り
保
守
的
な
資
産
に
軸
足
を

移
す
と
い
う
も
の
だ
」
と
い

う
。　

　

ま
た
、
既
に
Ｂ
３
へ
の
暴

露
が
小
さ
か
っ
た
オ
ポ
チ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ト
タ
ル
の
場
合

は
国
際
資
産
を
強
化
す
る
と

し
て
お
り
、
数
カ
月
前
か
ら

多
様
化
を
推
進
。
政
治
情
勢

と
イ
ン
フ
レ
の
悪
化
と
い
う

状
況
を
受
け
て
、
そ
の
動
き

を
強
化
し
て
い
る
と
説
明
し

て
い
る
。

　

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
・
イ
ン

ベ
ス
チ
メ
ン
ト
ス
は
、
９
月

７
日
の
デ
モ
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
資
産
価
値
の
値

下
が
り
は
、
そ
の
後
の
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
声
明
に
よ

り
、一
定
の
緩
和
を
見
た
が
、

市
場
関
係
者
は
不
透
明
な
状

況
を
払
拭
す
る
に
は
不
十
分

だ
と
受
け
止
め
て
い
る
と
い

う
。

　
　
　
　
（
１
３
日
付
掲
載
）

下
方
修
正
す
る
動
き
が
続
い

て
お
り
、
今
回
の
同
局
長
の

見
解
は
こ
れ
に
逆
行
す
る
も

の
と
な
る
。

　
「
反
対
の
見
解
も
尊
重
す

る
し
、（
と
り
わ
け
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
水
不
足
と
い
う
）

課
題
も
存
在
す
る
が
、
現
在

の
デ
ー
タ
か
ら
は
２
０
２
２

年
に
２
％
を
上
回
る
成
長
を

達
成
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
財
政
デ
ー
タ
は
引
き

続
き
改
善
し
て
お
り
、
各
種

の
改
革
も
議
会
と
の
協
力
に

よ
っ
て
推
進
中
だ
。
と
り
わ

で
は
１
％
増
を
上
回
る
予
想

を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

下
方
修
正
す
る
流
れ
が
決
定

的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
Ｘ
Ｐ
の
場
合
、
１
・

７
％
増
か
ら
１
・
３
％
増
に

修
正
。
Ｍ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ス
ル

ト
ー
レ
ス
の
場
合
は
、
２
・

１
％
増
か
ら
１
・
４
％
増
に

引
き
下
げ
た
。
元
中
銀
総
裁

の
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
セ
ル
ソ
・

パ
ス
ト
ー
レ
氏
の
コ
ン
サ

民事再生申請件数
が急増

８月にサービス業中心に

「
２
２
年
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
％
超
」

経
済
省
サ
ク
シ
ダ
局
長
が
予
想

　

ポ
ン
・
デ
・
ア
ス
ー
カ
ル

と
ハ
イ
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

エ
ス
ト
ラ
を
展
開
す
る
ポ

ン
・
デ
・
ア
ス
ー
カ
ル
・
グ

ル
ー
プ
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
）
が
、
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
サ
ー
ビ
ス

の
販
売
を
開
始
し
、
自
社
の

配
達
網
と
保
管
庫
を
利
用
し

け
、
第
５
世
代
移
動
通
信
シ

ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
を
中
心
に
、

新
た
な
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

進
ん
で
い
る
。（
基
礎
衛
生

事
業
＝
下
水
処
理
事
業
を
中

心
に
）
新
た
に
定
め
ら
れ
た

業
界
基
本
法
が
後
押
し
し

て
、
新
規
投
資
の
発
表
も
続

い
て
い
る
」
と
説
明
。

　
「
こ
れ
ら
を
要
約
す
る
な

ら
ば
、示
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、

こ
の
と
こ
ろ
発
表
が
続
い
て

い
る
よ
う
な
２
０
２
２
年
に

１
％
増
未
満
と
い
う
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
の
見
通
し
を
反
映
し
て

い
な
い
」
と
い
う
。

　

経
済
政
策
局
が
１
６
日

に
、
マ
ク
ロ
経
済
に
対
す
る

連
邦
政
府
の
最
新
の
見
通
し

を
示
す
マ
ク
ロ
財
政
ブ
レ

テ
ィ
ン
の
発
表
を
予
定
し
て

き
続
き
す
べ
て
の
財
政
規

制
を
履
行
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、「
非
常
に
好
ま
し

い
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。「
イ

ン
フ
レ
対
策
は
大
き
な
成
功

を
収
め
る
。
そ
こ
に
は
、
財

政
的
な
き
っ
か
け
が
存
在
す

る
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
基
礎
的
財
政
収

支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ

ラ
ン
ス
）
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
１
年
に
赤
字
を
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
１
・
５
％
に
復
帰
さ
せ
、

２
０
２
２
年
に
は
最
大
で
０ 

・
３
％
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ

る
と
い
う
見
方
も
示
し
た
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
さ
ら

に
、現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、

市
場
の
開
放
を
進
め
る
絶
好

の
機
会
で
あ
り
、
伯
国
は
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
と
輸
入
税
率
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

　

さ
ら
に
、
経
済
改
革
の
進

捗
が
、
消
費
を
ベ
ー
ス
に
し

た
経
済
回
復
か
ら
持
続
的
な

投
資
サ
イ
ク
ル
へ
の
移
行
を

可
能
に
す
る
と
コ
メ
ン
ト
。

さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
、「
生

命
を
守
り
、
職
場
へ
の
安
全

な
復
帰
の
取
り
組
み
が
機
能

し
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。

　
　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

て
新
た
な
収
益
に
つ
な
げ
て

い
る
。

　
「
フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
」

と
位
置
付
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
の

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、

２
０
２
２
年
に
は
同
グ
ル
ー

プ
内
で
よ
り
大
き
な
位
置
を

占
め
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

Ｇ
Ｐ
Ａ
は
数
週
間
前
か

ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

に
出
店
し
て
い
る
小
売
店
の

製
品
を
集
積
、
販
売
し
た
業

者
に
は
、
郵
便
局
と
交
渉
し

た
配
送
料
金
の
提
示
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
た
。

　

小
売
店
向
け
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
市
場
で
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
、

２
０
２
２
年
に
二
つ
の
重
要

な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
出

店
業
者
の
商
品
を
自
社
物
流

セ
ン
タ
ー
に
保
管
す
る
こ
と

と
、
同
グ
ル
ー
プ
が
展
開
す

る
８
７
０
店
舗
を
出
店
業
者

が
製
品
を
持
ち
込
み
発
送
す

る
拠
点
に
す
る
と
い
う
も
の

だ
。

　

競
合
社
で
は
、
カ
ル
フ
ー

い
う
見
方
を
示
し
た
。
同

相
に
よ
る
と
、
年
末
ま
で
に

は
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
低
下
し

て
、
年
間
７
・５
％
か
ら
８
・

０
％
程
度
に
な
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
、
伯
国
が

歳
出
上
限
を
維
持
し
て
、
引

　

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

は
１
０
日
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス

イ
ス
が
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、「
国
内
の
イ
ン

フ
レ
は
最
悪
期
に
あ
り
、
中

銀
が
設
定
し
た
イ
ン
フ
レ
目

標
の
中
間
値
に
終
息
す
る
の

は
２
０
２
２
年
に
な
る
」
と

ル
だ
け
は
こ
う
し
た
二
つ
の

事
業
の
可
能
性
を
提
示
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
他
の
競

合
社
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

は
、
同
様
の
事
業
展
開
が
進

ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
、
メ
ル
カ
ー
ド
・

リ
ブ
レ
は
自
社
の
物
流
セ
ン

タ
ー
を
出
店
業
者
の
製
品
の

保
管
庫
と
し
て
活
用
し
て
お

り
、
マ
ガ
ジ
ン
・
ル
イ
ー
ザ

は
、
出
店
業
者
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
商
品
の
持
ち
込

み
と
配
送
、
保
管
を
自
店
舗

で
行
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、

よ
り
迅
速
な
配
達
を
実
現
す

る
上
で
最
も
重
要
な
戦
略
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
配
達
期
間
が
短

縮
さ
れ
る
ほ
ど
販
売
は
増
加

す
る
。
バ
ロ
ー
ル
紙
が
入

手
し
た
、
複
数
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
プ
レ
イ
ス
を
対
象
に
実
施

さ
れ
た
調
査
結
果
に
基
づ
く

と
、
例
え
ば
、
配
達
期
間

が
４
日
か
ら
２
日
に
短
縮
さ

れ
る
と
、
販
売
の
取
引
量
は

４
０
％
増
加
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
１
７
日
付
掲
載
）

い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ク
シ
ダ

局
長
は
自
身
の
見
通
し
の
詳

細
に
つ
い
て
の
言
及
を
避
け

た
。

　

現
在
、
同
局
は
２
０
２
１

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
５
・

３
％
増
、２
０
２
２
年
を
２
・

５
％
増
と
予
想
し
て
い
る
。

こ
の
数
字
に
関
し
て
も
、
発

表
を
予
定
す
る
新
た
な
具
体

的
な
数
字
に
は
言
及
せ
ず
、

２
０
２
２
年
に
関
し
て
、
予

算
法
案
で
使
用
さ
れ
た
２
％

増
以
上
と
い
う
見
通
し
に
下

方
修
正
が
加
え
ら
れ
る
と
し

た
上
で
、
そ
れ
で
も
明
る
い

見
通
し
は
維
持
し
て
い
る
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
　
　
　
（
１
６
日
付
掲
載
）

タ
は
、
連
邦
収
税
局
が
２
０

日
に
発
表
を
予
定
し
て
い

る
。
Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
の

仮
集
計
は
、
連
邦
政
府
統
合

管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
ｉ
ａ

ｆ
ｉ
）
の
デ
ー
タ
を
基
に

算
出
す
る
。
１
―
８
月
の

歳
入
は
１
兆
２
３
２
０
億

レ
ア
ル
で
、
前
年
同
期
比

２
３
・５
％
増
だ
。

　

８
月
の
歳
入
の
伸
び
が
減

速
し
た
最
大
の
理
由
は
、
い

わ
ゆ
る
ベ
ー
ス
効
果
で
あ

る
。
Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ

物
流
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
開
始

配
達
網
と
保
管
庫
利
用
で
収
益
　

民
事
再
生
の
申
請
件
数

が
、
２
０
２
１
年
８
月
に
、

前
月
の
７
４
件
か
ら
１
１
１

件
に
と
５
０
％
増
加
し
た
。

銀
行
業
界
与
信
情
報
共
有

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

セ
ラ
ザ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
ア
ン

の
破
産
及
び
民
事
再
生
指
標

で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の

で
、
８
月
の
申
請
件
数
は
、

２
０
２
１
年
の
年
明
け
以
降

で
最
悪
を
記
録
し
た
。

　

民
事
再
生
を
申
請
し
た
企

業
の
大
部
分
は
、
商
業
部
門

（
４
３
・２
％
）
だ
。

　

セ
ラ
ザ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
ア

ン
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ル
イ

ス
・
ラ
ビ
氏
は
、「
申
請
件

数
の
急
増
は
、
国
内
で
８
月

に
入
っ
て
悪
化
し
た
経
済
的

リ
ス
ク
と
直
結
し
て
い
る
。

政
治
問
題
、
水
不
足
、
イ
ン

フ
レ
の
高
進
と
い
っ
た
要
因

が
消
費
者
の
懐
に
打
撃
を
与

え
、
そ
れ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
規
制
さ
れ
て
い
た
社
会
経

済
活
動
の
緩
和
で
、
よ
う
や

く
立
ち
直
り
始
め
て
い
た
事

業
者
、
主
に
商
業
と
零
細
小

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
悪
影
響

を
与
え
た
」
と
い
う
。

　

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
８
月

の
破
産
申
請
件
数
は
、
前
月

の
１
０
０
件
か
ら
９
５
件
に

と
５
％
減
少
し
た
。
際
立
っ

て
い
た
の
は
零
細
小
企
業
の

６
０
件
で
、
中
堅
企
業
で
は

１
９
件
、
大
企
業
で
は
１
６

件
だ
っ
た
。
業
種
別
に
見
る

と
６
０
件
が
サ
ー
ビ
ス
業

で
、
次
い
で
１
９
件
が
工

業
、
１
６
件
が
商
業
。
一
次

産
業
は
１
件
も
破
産
申
請
が

な
か
っ
た
。

　
　
　
　
（
１
３
日
付
掲
載
）

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
経
営
パ
ー
ト

ナ
ー
、
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
タ

チ
ェ
ッ
ト
氏
は
話
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｘ
キ
ャ
ピ
タ

ル
は
１
０
日
、「
株
式
市
場

に
お
け
る
買
い
ポ
ジ
シ
ョ

ン
」
を
な
く
し
、引
き
続
き
、

特
定
の
業
種
だ
け
を
維
持
す

　

ゼ
ツ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
財

団
伯
国
経
済
研
究
所
（
Ｉ
ｂ

ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
の
仮
集
計

に
よ
る
と
、
連
邦
政
府
の
８

月
の
歳
入
が
、
過
去
数
カ
月

間
と
異
な
り
、
大
幅
に
減
少

し
た
。

　

Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
の
計

測
に
よ
る
８
月
の
歳
入
は

前
年
同
月
比
７
・
２
％
増
の

１
４
６
３
億
レ
ア
ル
。
実
際

に
こ
の
金
額
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
７
月
の
前
年
同
月
比

３
５
・
５
％
増
を
大
き
く
下

回
る
こ
と
に
な
る
。

　

連
邦
政
府
の
公
式
デ
ー

成
長
に
陥
る
可
能
性
も
残
さ

れ
て
い
る
。

　

中
銀
の
ロ
ベ
ル
ト
・
カ
ン

ポ
ス
・
ネ
ッ
ト
総
裁
は
１
４

日
、
中
銀
通
貨
政
策
委
員
会

（
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
）
が
イ
ン
フ

レ
目
標
（
上
限
５
・
２
５
％

増
）
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ

て
い
く
と
発
言
し
た
。

　
　
　
　
（
１
５
日
付
掲
載
）

予
想
値
に
は
、
電

力
不
足
に
伴
う
計

画
停
電
は
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
、
実
際

に
計
画
停
電
が

実
施
さ
れ
れ
ば
、

２
０
２
２
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ
ス

の
調
査
員
、
ジ
ュ
リ
ア
ナ
・

ダ
マ
セ
ー
ノ
氏
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
８
月
は
既
に
商

業
施
設
の
多
く
が
営
業
を
再

開
、
経
済
活
動
が
再
開
す
る

兆
し
を
見
せ
て
い
た
。

　

し
か
も
、
２
０
２
０
年
８

月
は
、
４
月
に
納
付
期
日
の

先
送
り
が
決
定
さ
れ
た
税
金

の
最
初
の
支
払
い
月
に
当
た

る
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
事
情
が

２
０
２
０
年
８
月
の
歳
入
を

押
し
上
げ
て
お
り
、
そ
の

連邦政府歳入が
８月に減速

ここ数カ月と大きく異なる

フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
タ
チ
ェ
ッ
ト
氏

し
さ
れ
て
き

た
。　

「
伯
国
は
負

の
ス
パ
イ
ラ

ル
に
陥
っ
て

お
り
、
楽
観

的
な
態
度
を

と
り
続
け
る

の
が
難
し
く

な
っ
て
い

る
」
と
同
ア

セ
ッ
ト
・
マ

「
イ
ン
フ
レ
終
息
は
２
２
年
」

ゲ
デ
ス
経
済
相
が
見
解
示
す

ＧＰＡ

　

国
家
通
信
監
督
庁
（
Ａ
ｎ

ａ
ｔ
ｅ
ｌ
）
は
１
０
日
、
こ

の
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
、

第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
（
５
Ｇ
）
の
事
業
入
札
図

ン
氏
を
西
半
球
局
長
に
指
名

し
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
ゴ
ー
ル

ド
フ
ァ
ン
氏
は
こ
の
指
名
を

承
諾
。
２
０
２
２
年
１
月
３

日
付
で
、
米
州
の
加
盟
国
に

関
連
し
た
業
務
を
ま
と
め
る

局
長
に
就
任
す
る
。

　

現
任
は
、ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・

ウ
ェ
ル
ネ
ル
氏
だ
。

　

ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
氏
は

２
０
１
６
年
５
月
か
ら

２
０
１
９
年
２
月
ま
で
伯
国

中
銀
総
裁
を
務
め
た
。
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
新
規
参
入
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ジ
タ
ル

化
、
フ
ィ
ナ
ン
テ
ッ
ク
の
成

長
を
促
す
大
々
的
な
規
制
の

改
正
を
実
施
し
た
。

　

民
間
で
は
、
イ
タ
ウ
・
ウ

ニ
バ
ン
コ
銀
行
の
チ
ー
フ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
で
経
営
パ
ー
ト

ナ
ー
、
シ
ア
ノ
・
イ
ン
ヴ
ェ

ス
チ
メ
ン
ト
ス
の
創
業
経
営

パ
ー
ト
ナ
ー
、ガ
ー
ヴ
ェ
ア
・

イ
ン
ヴ
ェ
ス
チ
メ
ン
ト
ス
の

経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
兼
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
な
ど
を
務
め
、現
在
、

ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
の
取
締

５
Ｇ
の
審
議

を
急
遽
中
止

　

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
の
ク
リ
ス
タ
リ
ナ
・
ゲ

オ
ル
ギ
エ
ヴ
ァ
専
務
理
事
が

１
３
日
、
元
伯
国
中
銀
総
裁

の
イ
ラ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァロベルト・カンポス・ネット

書
の
最
終
版
を
承
認
す
る
理

事
会
の
特
別
審
議
を
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
と
発
表
し
た
。

　

午
後
１
時
１
５
分
に
予
定

さ
れ
て
い
た
会
議
を
午
後2

時
に
延
期
し
た
後
、
最
終
的

に
こ
の
日
の
審
議
を
延
期
し

た
。

　
　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

結
果
、
前
年
同
月
比
で
の

２
０
２
１
年
８
月
の
歳
入
の

伸
び
の
鈍
化
に
つ
な
が
っ

た
。

　
　
　
　
（
１
４
日
付
掲
載
）

役
会
議
長
を
務
め
る
。

　
　
　
　
（
１
３
日
付
掲
載
）

元中銀総裁が
ＩＭＦへ

来年より西半球局長に
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伊
那　

宏 

選

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

猪
野
み
つ
え

反
抗
期
仔
猫
に
だ
け
は
笑
い
顔

校
長
を
辞
め
て
神
主
花
種
蒔
く

　
〔
こ
の
句
の
限
り
で
言
う
と
、
上
五
と
中
七
の
措
辞
に

よ
り
、  

日
本
語
学
校
を
経
営
し
て
い
た
あ
る
神
社
の
神

主
が
教
職
を
辞
し
て
本
業
に
戻
ら
れ
、
庭
の
花
壇
に
花

種
を
蒔
い
て
い
る
―
そ
ん
な
姿
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の

句
を
取
り
上
げ
て
み
た
か
っ
た
の
は
、
か
つ
て
移
民
社
会

全
盛
の
頃
、
日
本
よ
り
進
出
し
て
来
ら
れ
た
大
小
あ
る

い
は
有
名
無
名
の
聖
職
業
が
多
く
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

職
業
柄
副
業
と
し
て
許
さ
れ
る
仕
事
は
限
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
学
校
経
営
（「
寺
子
屋
」
と
呼
ん
で

今
で
も
移
民
子
弟
の
中
で
生
き
て
い
る
言
葉
）
で
あ
っ
た
。

今
は
邦
人
社
会
も
寂
れ
、
個
人
経
営
の
そ
の
種
の
仕
事
は

生
存
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
俳
句
に
あ
っ
て
は
大

変
珍
し
い
題
材
。
作
者
ご
本
人
か
身
近
な
方
の
お
話
で
あ

ろ
う
。
こ
ん
な
人
生
も
あ
ろ
う
か
と
、
何
や
ら
一
抹
の
侘

し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
句
で
あ
る
〕

早
九
月
台
風
逸
れ
し
と
故
郷
便
り

老
人
の
日
友
み
な
我
を
残
し
逝
く

オ
レ
リ
ョ
ン
の
恋
長
々
と
糸
柳

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

吉
田
し
の
ぶ

― 

玄
海
児
哀
悼 

―

葱
坊
主
百
姓
一
筋
玄
海
児　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
賞
数
多
春
深
し

蛇
穴
を
出
て
餓
鬼
大
将
に
捕
ま
り
ぬ

懇
土
間
に
仁
義
切
る
か
に
蟇
蛙

生
涯
を
娶
る
こ
と
な
く
目
刺
し
焼
く

ス
ザ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
山
て
る
え

籠
も
り
終
へ
出
て
行
く
町
の
春
眩
し

　
〔〈
籠
も
り
〉
と
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
粛
生
活
の
こ

と
。
先
行
き
見
え
な
い
中
な
が
ら
少
し
ず
つ
解
除
さ
れ
、

あ
る
程 

度
の
外
出
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
互
い

の
家
庭
訪
問
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
買
い
物
な
ど
は
か
な

り
自
由
化
さ
れ
た
。
久
し
ぶ
り
に
出
か
け
た
町
に
は
春
の

日
差
し
が
溢
れ
て
い
る
。
店
々
も
活
気
が
戻
り
、
歩
く
足

取
り
も
う
き
う
き
。
眩
し
い
町
の
春
を
満
喫
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
〕

動
物
の
日
チ
エ
テ
の
森
は
獣
園

古
バ
ケ
ツ
に
芹
も
育
て
て
町
住
ま
ひ

一
雨
に
吾
は
鼻
唄
路
地
の
春

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　

藤
井
ひ
ろ
す
け

蔦
若
葉
つ
た
い
歩
き
が
上
手
な
児

〔
蔦
や
蔓
は
蔓
草
の
総
称
で
秋
の
季
語
。
私
た
ち
が
俳
句

で
詠
む
蔦
は
、
壁
や
塀
に
這
い
上
が
ら
せ
る
蔦
の
こ
と
。

春
夏
を
通
し
て
常
に
新
芽
を
伸
ば
し
な
が
ら
生
存
領
域
を

増
や
し
て
行
く
。
こ
の
新
芽
や
若
葉
を
春
の
季
語
と
し
て

私
た
ち
は
詠
ん
で
い
る
。
本
句
は
〈
蔦
若
葉
〉
が
他
の
も

の
に
絡
み
つ
い
て
伸
び
て
い
く
様
を
中
七
下
五
で
見
事
に
関

連
づ
け
た
。〈
蔦
〉
と
幼
児
の
〈
つ
た
い
歩
き
〉
の
語
呂
合

わ
せ
が
ポ
イ
ン
ト
。
そ
れ
が
意
図
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
別
に
し
て
、
味
の
あ
る
一
句
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
〕

蔦
若
葉
甲
子
園
児
が
敬
礼
す

耕
し
て
息
吹
き
返
す
雨
を
待
つ

耕
し
て
腰
を
た
た
け
ば
茶
の
時
間

耕
し
の
姿
の
ま
ま
で
家
路
つ
く

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　
　

藤
井
美
智
子

蔦
若
葉
病
も
徐
々
に
快
復
へ

萌
え
出
づ
る
深
み
ど
り
中
蔦
若
葉

柔
ら
か
き
赤
子
の
肌
よ
蔦
若
葉

慈
雨
来
る
植
え
替
え
時
と
耕
せ
り

春
ふ
か
し
孫
誕
生
と
は
ず
む
声

◎
ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇 

投
句
送
り
先
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ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇 

掲
載
予
定
日

                      

伊
那
宏
選 

隔
週
水
曜

                      

小
斎
棹
子
選 

隔
週
木
曜

ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇 

掲
載
予
定
日

                          

小
濃
芳
子
選 

第
３
水
曜

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　
　

大
内
　
和
美

春
深
し
笑
顔
で
囲
む
食
事
ど
き

春
深
し
婚
姻
届
け
無
事
終
え
り

耕
す
や
一
歩
一
歩
と
力
こ
め

い
つ
も
よ
り
チ
ョッ
ト
お
洒
落
な
先
生
の
日

値
段
見
ず
子
供
が
選
ぶ
先
生
の
日

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　
　

久
間
か
つ
子

人
生
の
耕
し
続
け
古
希
祝
う

〔〈
人
生
の
耕
し
〉
と
は
深
い
言
葉
で
あ
る
。
や
さ
し
い
言

い
方
だ
が
実
は
深
遠
な
哲
学
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
知
ら

ず
し
ら
ず
の
う
ち
に
、
生
き
て
い
く
た
め
の
多
く
の
も
の
を

人
生
の
中
で
学
ん
で
い
る
。〝
一
生
涯
学
び
〟
に
徹
し
、
自

ら
の
道
を
開
拓
（
耕
）
し
て
、
そ
う
し
て
作
者
は
今
、
幸

せ
な
古
希
祝
い
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
誠
に
め
で
た
い
こ
と

な
が
ら
、
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
〈
耕
し
〉
は
続
い
て
い
く
。

因
み
に
「
人
生
を
耕
し
」
と
な
る
と
鑑
賞
の
仕
方
が
違
っ

て
く
る
。
一
字
の
重
み
で
あ
る
〕

耕
せ
り
二
つ
の
国
の
懸
け
橋
に

子
を
育
て
日
々
に
奮
闘
先
生
の
日

誰
住
む
や
ひ
っ
そ
り
暮
れ
る
蔦
若
葉

春
深
し
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
の
音
ひ
び
く
朝
の
市

モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ　
　
　
　

高
谷
　
幸
子

ラ
バ
ジ
ャ
ッ
ト
屋
根
の
落
ち
葉
を
流
し
去
る

水
槽
の
チ
ラ
ピ
ア
睨
む
猫
二
匹

油
切
れ
騒
音
ひ
び
く
扇
風
機

留
守
宅
に
戻
り
懐
か
し
ピ
リ
キ
ッ
ト

グ
ラ
ビ
オ
ラ
の
ス
ッ
コ
を
も
ら
ふ
不
意
の
客

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　

畔
柳
　
道
子

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
受
賞
の
姿
に
涙
せ
し

春
の
山
後
ろ
に
置
い
て
写
さ
る
る

春
旱
自
粛
の
日
々
の
ま
だ
続
く

モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス　
　
　

浅
海
喜
世
子

絶
や
す
ま
じ
今
年
も
花
の
種
を
蒔
く

春
眠
や
桃
源
郷
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

種
を
蒔
く
鳥
は
せ
っ
せ
と
啄
ば
む
や

モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス　
　
　

浅
海
　
護
也

写
真
撮
る
二
人
の
尼
僧
花
マ
ナ
カ

荒
れ
果
て
し
竹
林
ま
さ
に
竹
の
秋

〔
春
は
竹
の
落
葉
期
。
故
に
「
竹
の
秋
」
と
呼
ぶ
。
葉
を

落
と
し
た
竹
は
次
の
世
代
（
筍
）
へ
命
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
。
生
ま
れ
出
た
筍
は
夏
の
雨
を
受
け
て
急
成
長
し
、
秋

に
は
親
竹
を
凌
い
で
成
長
点
に
達
す
。若
竹
の
そ
ん
な
様
を

「
竹
の
春
」
と
い
う
。
季
語
の
妙
で
あ
る
。
乾
季
を
潜
り

抜
け
た
竹
林
は
潤
い
も
な
く
精
彩
を
欠
き
、
こ
の
句
の
如

く
う
ら
ぶ
れ
て
見
る
影
も
な
く
な
る
。
作
者
は
ま
さ
に〈
竹

の
秋
〉
を
リ
ア
ル
に
描
写
し
た
の
で
あ
る
〕

若
き
日
の
古
り
し
思
い
出
蜃
気
楼

ソ
ロ
カ
バ　
　
　
　
　
　
　
　

前
田
　
昌
弘

日
本
の
雨
季
に
当
た
る
は
梅
雨
時
か

下
り
て
く
る
女
郎
蜘
蛛
め
を
棒
で
突
き

ヨ
ー
ヨ
ー
の
様
に
蜘
蛛
下
り
た
り
上
が
っ
た
り

夏
至
と
も
知
ら
ず
や
に
日
が
長
い
日
だ
な
あ

思
い
立
っ
て
は
そ
こ
い
ら
の
蝿
追
っ
払
い

ラ
ー
ジ
ェ
ス　
　
　
　
　
　
　

小
松
　
八
景

顧
視
あ
り
て
勝
者
静
か
に
春
の
宵

〔「
勝
て
る
者
奢
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
人
生
の
さ

ま
ざ
ま
な
〝
闘
い
〟
を
想
い
起
こ
し
、
一
切
を
〝
無
〟
に

返
し
て
静
か
に
余
生
の
中
に
居
る
。〝
終
わ
り
良
け
れ
ば
す

べ
て
良
し
〟
と
す
る
思
想
こ
そ
、
人
生
の
勝
者
で
あ
る
と

す
る
考
え
が
本
句
を
裏
づ
け
て
お
り
、
さ
ら
に
季
語
〈
春

の
宵
〉
に
よ
っ
て
句
姿
が
調
っ
て
、
泰
然
と
し
た
奢
ら
ぬ

勝
者
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。〈
顧
視
（
こ
し
）〉

は
振
り
返
り
見
る
こ
と
。
硬
質
な
言
葉
な
が
ら
季
語
の
柔

ら
か
さ
に
救
わ
れ
て
い
る
〕

邂
逅
す
良
き
友
あ
り
て
春
の
宵

国
境
の
飛
瀑
に
飛
漱
（
ひ
そ
う
）
風
光
る

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
文
子

五
輪
愛
見
ら
れ
る
随
所
山
笑
ふ

復
興
の
五
輪
の
ブ
ー
ケ
風
光
る

う
き
う
き
と
老
も
若
き
も
春
の
宵

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

串
間
い
つ
え

春
の
雨
予
報
通
り
の
一
と
日
か
な

昨
年
の
悲
哀
こ
も
ご
も
見
る
桜

花
手
折
る
脚
立
持
ち
出
す
騒
ぎ
か
な

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

篠
崎
　
路
子

春
宵
や
補
聴
器
つ
け
て
声
高
に

風
光
る
海
老
天
と
決
め
朝
市
に

春
昼
や
コ
ロ
ナ
の
怒
り
パ
ン
種
に

回
し
読
む
語
ら
ひ
弾
む
春
の
宵
（
別
稿
よ
り
）

其
処
だ
け
に
黄
じ
ゆ
う
た
ん
広
げ
イ
ッ
ペ
散
る
（
〃
）

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス　
　
　
　
　
　

後
藤
た
け
し

一
生
を
貧
乏
農
や
山
笑
ふ

麗
し
き
後
姿
や
宵
の
春

春
の
夜
夢
覚
め
く
れ
ば
人
恋
し

イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ　
　

山
畑
　
泰
子

遠
出
し
て
浮
か
れ
て
遊
ぶ
春
の
宵

山
笑
ふ
た
な
び
く
煙
鄙
の
里

若
者
や
ボ
ー
ル
蹴
り
上
げ
風
光
る

サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス　
　
　
　
　

富
岡
　
絹
子

花
の
雨
母
と
歩
き
し
野
の
小
径

猫
の
日
と
知
り
し
今
日
な
り
山
笑
ふ

外
つ
国
に
墨
絵
ぼ
か
し
の
山
笑
ふ

　
〔〈
墨
絵
ぼ
か
し
〉
と
は
墨
で
濃
淡
を
描
く
日
本
画
の
手

法
。
こ
の
国
の
決
し
て
高
く
は
な
い
山
並
み
が
春
の
霞
で
そ

の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
言
う
と
こ
ろ
の「
遠
霞
」で
、

霞
む
山
々
が
あ
た
か
も
陽
炎
う
よ
う
に
作
者
に
は
見
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
〈
山
笑
ふ
〉
と
言
っ
て
、
大
陸
の

単
調
な
春
の
山
の
微
妙
な
変
化
を
捉
え
て
い
る
。
波
状
と

な
っ
て
連
な
る
春
の
山
々
は
、〝
微
笑
み
合
っ
て
〟
互
い
の

安
否
を
気
づ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
〕

セ
ザ
リ
オ
・
ラ
ン
ジ
ェ　
　
　

井
上
　
人
栄

人
生
は
楽
あ
り
苦
あ
り
山
笑
ふ

生
き
て
い
る
今
が
幸
せ
山
笑
ふ

外
食
は
久
し
ぶ
り
な
り
春
の
宵

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

平
間
　
浩
二

想
ひ
寝
に
覚
め
て
涙
の
春
の
雨

帰
る
べ
く
故
郷
は
此
処
山
笑
ふ

ラ
ー
メ
ン
を
一
分
で
食
ふ
山
笑
ふ

ド
ラ
ー
ド
ス　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
み
ち
子

山
笑
ふ
自
分
の
失
敗
み
て
笑
ふ

春
立
ち
ぬ
真
冬
の
様
な
南
風

早
春
の
ふ
く
ら
む
蕾
待
ち
わ
び
し

ヴ
ァ
ル
ジ
ェ
ン
・
Ｇ
・
パ
ウ
リ
ス
タ　

馬
場
園
か
ね

春
の
宵
声
か
け
合
ふ
て
バ
ス
終
点

お
ぼ
つ
か
な
試
歩
の
仙
道
風
光
る

砂
利
道
の
高
き
杖
音
山
笑
ふ

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

田
中
美
智
子

朝
風
や
ま
さ
に
あ
の
歌
早
春
譜

顔
洗
ふ
水
の
温
み
に
頬
ゆ
る
む

ふ
と
見
れ
ば
自
然
の
息
吹
木
の
芽
道

フ
ァ
チ
マ
・
ド
・
ス
ー
ル　
　

那
須
　
千
草

春
宵
や
ワ
イ
ン
夫
婦
で
飲
み
し
日
も

鉢
植
の
砂
漠
の
バ
ラ
が
ふ
く
い
く
と

カ
ジ
ュ
の
雨
降
る
と
娘
の
旅
便
り

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志

む
じ
や
き
な
る
孫
の
腕
白
風
光
る

肩
寄
せ
て
未
来
語
る
や
風
光
る

颯
爽
と
ス
ー
ツ
着
こ
な
し
風
光
る

巣
立
ち
鳥
猫
に
追
は
れ
て
ひ
よ
い
／
＼
と

再
会
は
何
時
の
日
な
ら
む
春
の
虹

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

原
　
は
る
江

マ
ス
ク
し
て
若
人
集
ふ
春
の
宵

海
へ
行
く
両
側
花
咲
き
山
笑
ふ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
法
要
す
ま
し
春
の
宵

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

玉
田
千
代
美

春
の
宵
鐘
の
鳴
る
鳴
る
ミ
サ
の
寺

老
夫
婦
肩
を
寄
せ
合
ひ
春
の
宵

山
笑
ふ
黒
猫
膝
に
じ
ゃ
ら
し
け
り

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

林
　
と
み
代

新
築
ビ
ル
に
よ
き
に
よ
き
伸
び
て
春
の
街

持
て
余
す
文
明
の
利
器
山
笑
ふ

遠
き
日
の
愛
の
小
径
や
花
の
雨　
　
　
　
　
　
　

イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ　
　

山
畑
　
實
嵩

若
き
日
の
農
の
記
録
や
春
の
宵

腕
白
の
子
等
の
喚
声
山
笑
ふ

鶏
鳴
や
牛
の
つ
た
り
と
山
笑
ふ

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

石
井
か
ず
枝

花
の
雨
母
と
歩
い
た
里
の
道

風
光
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
団

山
笑
ふ
頭
巾
で
隠
す
は
げ
頭

〔
こ
の
句
を
読
ん
で
ふ
と
思
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
と
う

ち
ゃ
こ
」
と
い
う
番
組
の
主
演
者
火
野
正
平
さ
ん
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
間
「
あ
さ
い
ち
」
の
時
間
帯

に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
再
放
映
の
番
組
だ
が
、
自
転
車
で

視
聴
者
の
要
望
に
応
じ
て
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
を
訪
問
す

る
七
十
才
の
主
人
公
が
い
つ
も
頭
巾
を
被
っ
て
い
る
。
帽
子

で
は
走
っ
て
い
る
う
ち
に
飛
ば
さ
れ
る
か
ら
と
思
っ
て
い
た

の
だ
が
、
あ
る
時
休
憩
中
に
頭
巾
を
と
っ
た
姿
を
見
た
ら
、

は
げ
頭
だ
っ
た
！　

そ
の
こ
と
を
詠
ま
れ
た
句
か
ど
う
か
は

知
ら
な
い
が
、
意
表
を
突
か
れ
た
思
い
も
あ
っ
て
つ
い
笑
い

を
誘
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ぞ
や
山
も
笑
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

と
思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
滑
稽
味
を
打
ち
出
し
た
句
な
が
ら

〈
山
笑
ふ
〉
で
俳
句
と
し
て
の
格
調
を
保
ち
得
た
〕

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

山
岡
　
秋
雄

い
ず
こ
か
に
ゆ
き
た
き
心
地
春
の
宵

姿
な
き
子
ら
の
叫
び
や
春
の
暮

尺
八
の
吹
奏
音
や
春
の
海

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

上
村
　
光
代

春
の
虹
立
ち
て
消
ゆ
る
も
早
き
か
な

山
里
に
か
す
み
た
な
び
き
美
し
き

何
処
ま
で
も
一
緒
に
歩
く
春
の
月

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

大
野
　
宏
江

書
道
展
に
彼
待
ち
居
れ
ば
花
の
雨

接
種
し
て
コ
ロ
ナ
退
散
山
笑
ふ

花
の
雨
思
ひ
出
多
き
京
の
街

ボ
ニ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
け
い
子

育
ち
ゆ
く
子
犬
十
匹
風
光
る

〔
何
種
と
も
分
か
ら
ぬ
が
多
産
系
の
犬
な
の
で
あ
ろ
う
。
子

犬
十
匹
は
牛
千
頭
、
牛
万
頭
の
類
で
句
収
ま
り
の
よ
い
数
。

実
際
は
そ
れ
以
上
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
以
下
だ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
〈
子
犬
十
匹
〉
で
十
分
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
す
く
す
く
育
つ
様
は
想
像
す

る
だ
に
微
笑
ま
し
い
光
景
で
あ
る
。
季
語
〈
風
光
る
〉
が

ピ
タ
リ
と
決
ま
っ
た
の
も
快
い
〕

一
面
の
ミ
ー
リ
ョ
畑
に
風
光
る

団
子
屋
に
駆
け
込
む
仲
間
花
の
雨

モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ　
　
　
　

大
槻
　
京
子

約
束
や
老
に
紅
さ
す
春
の
宵

心
地
良
き
晴
の
ア
マ
ゾ
ン
山
笑
ふ

路
地
裏
に
夕
餉
の
匂
ひ
春
の
宵

ト
メ
ア
ス
ー　
　
　
　
　
　
　

三
宅
　
昭
子

小
康
の
庭
の
散
策
風
光
る

散
策
や
庭
の
草
花
風
光
る

水
掛
の
ホ
ー
ス
の
飛
沫
風
光
る

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
　
悦
子

独
立
祭
異
国
籍
一
人
大
家
族

〔
独
立
祭
の
祝
日
に
集
合
し
た
一
族
、
そ
の
中
の
〈
異
国
籍

一
人
〉
と
は
我
が
家
に
居
残
っ
て
い
る
一
人
の
日
本
人
、
す

な
わ
ち
作
者
ご
自
身
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
で
は
孫
曾
孫

合
わ
せ
て
ン
十
人
の
ブ
ラ
ジ
レ
イ
ロ
ス
。
か
く
も
大
家
族
に

な
ろ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
始
祖

の
手
に
よ
っ
て
こ
の
国
で
の
○
○
家
の
家
系
が
ひ
ょ
い
っ
と
一

掴
み
に
さ
れ
、
高
ら
か
に
詠
ま
れ
た
。
究
極
の
移
民
俳
句

で
あ
る
。
本
句
〈
独
立
祭
〉
以
外
の
季
語
は
見
当
ら
な
い
。

三
ツ
物
が
が
っ
ぷ
り
と
組
み
合
い
、
す
べ
て
漢
字
表
記
と
い

う
思
い
切
り
の
良
さ
も
あ
っ
て
堂
々
の
一
句
と
な
っ
た
〕

祝
い
客
辞
し
古
扇
風
機
う
な
り
だ
す

隣
接
の
新
居
白
壁
涼
風
裡

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
　
す
え
子

鳳
仙
花
夕
日
の
色
に
逆
ら
わ
ず

裏
町
の
鈍
き
サ
イ
レ
ン
椰
子
そ
よ
ぐ

犬
の
目
に
風
鈴
の
動
き
捉
え
お
り

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
永
　
節
子

雲
の
峰
身
近
に
望
む
ベ
レ
ン
港

変
わ
り
ゆ
く
原
始
の
ア
マ
ゾ
ン
無
常
か
な

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
富
香
代
子

パ
ラ
の
夏
絆
と
駆
け
る
ア
ス
リ
ー
ト

障
が
い
の
吾
児
も
声
援
パ
ラ
の
夏

乾
季
尽
熱
帯
の
花
今
を
盛
る

パ
ラ
ー
州
パ
ラ
ゴ
ミ
ナ
ス　
　

竹
下
　
澄
子

豌
豆
の
赤
や
白
や
と
花
を
盛
る

ぬ
か
ず
け
ば
墓
前
に
ほ
の
と
春
の
風

微
笑
み
は
何
時
も
身
近
に
豆
の
花

朝
曇
り
目
礼
交
わ
す
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

蜂
鳥
の
運
ぶ
幸
せ
瑠
璃
光
る

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

西
田
は
る
の

東
京
五
輪
コ
ロ
ナ
に
負
け
ぬ
無
事
祈
る

鶴
瓶
落
と
し
陸
の
孤
島
に
住
む
思
い

日
本
は
災
害
列
島
秋
愁

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　

浦
野
マ
ル
ガ
リ
ー
ダ

ジ
ュ
ア
の
花
幼
少
の
頃
懐
か
し
む

琵
琶
接
ぎ
し
亡
父
の
姿
偲
ば
る
る

届
け
ら
れ
豆
腐
試
食
の
笑
顔
か
な

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
君
恵

夏
の
空
激
し
く
変
わ
り
あ
ら
れ
降
る

猛
暑
日
は
何
を
着
て
て
も
汗
だ
く
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
の
丸
肩
に
大
激
闘

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

太
田
　
映
子

し
ん
し
ん
と
冷
え
込
む
夜
の
寒
の
月

汗
か
い
て
フ
ー
フ
ー
と
食
ぶ
鮭
雑
炊

フ
ル
ー
ト
と
孫
の
ピ
ア
ノ
で
春
近
し

色
褪
せ
ぬ
君
と
の
思
ひ
出
櫻
貝
（
別
稿
よ
り
）

春
う
ら
ら
田
ん
ぼ
の
水
面
に
映
る
富
士
（
〃
）

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

森
　
り
つ
子

ハ
ー
ヨ
イ
シ
ョ
餅
つ
き
ひ
び
く
親
子
し
て

朝
日
う
け
ダ
イ
ア
ち
ら
ば
る
芝
じ
ゅ
う
た
ん

口
笛
に
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
る
庭
師
か
な

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

太
庭
リ
ジ
ア

天
狼(

て
ん
ろ
う)

の
先
に
魅
せ
ら
れ
願
い
込
め

冬
銀
河
地
球
も
明
る
く
照
ら
し
け
り

お
で
ん
の
湯
気
メ
ガ
ネ
も
心
も
暖
ま
り　
　

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
　
明
子

冬
の
朝
無
観
客
五
輪
観
て
過
ご
す

恙
な
し
五
輪
観
な
が
ら
毛
糸
編
む

菜
園
の
三
つ
葉
見
事
に
育
ち
け
り

霜
害
の
ノ
ー
ニ
す
っ
か
り
葉
が
落
ち
て　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
ー
ナ　
　
　
　

斉
藤
　
勝
利

蔓
サ
ン
ジ
ョ
ン
追
憶
深
む
咲
き
ぶ
り
に

木
藷
炊
く
五
臓
六
腑
を
温
め
け
り　
　
　

白
菜
や
母
の
茎
漬
け
忘
れ
ま
じ

イ
グ
ア
ス
ー
滝
痩
せ
哀
れ
な
り
冬
旱
り

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

鹿
島
　
和
江

春
風
に
乗
り
て
歌
声
流
れ
く
る

春
風
や
母
の
楽
し
み
庭
手
入
れ

山
道
の
曲
が
り
て
マ
ナ
カ
ー
影
落
し

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

作
野
　
敏
子

静
か
な
る
川
の
流
れ
や
竹
の
秋

春
風
に
は
ら
は
ら
散
る
や
花
マ
ナ
カ

孫
一
人
ま
た
増
え
嬉
し
竹
の
秋

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

白
石
　
幸
子

何
と
な
く
大
声
出
し
た
や
春
の
山

蜂
鳥
の
入
れ
替
わ
り
来
る
庭
の
花

■
ロ
ー
ラ
ン
ジ
ア
川
柳
会五十

嵐
美
佐
子

長
電
話
か
ん
じ
ん
な
事
言
い
忘
れ

能
力
が
な
い
の
に
運
が
な
い
と
い
う

富
松
貴
恵
子

連
日
の
セ
ッ
カ
に
雨
を
待
ち
続
け

一
歩
二
歩
退
い
て
生
き
和
解
す
る

那
須
ア
リ
セ

落
書
き
で
庶
民
う
っ
ぷ
ん
か
き
な
ぐ
り

淡
々
と
駆
け
抜
け
た
道
語
り
つ
ぐ

■
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
親
和
川
柳
吟
社
（
七
月
）

課
題
「
育
つ
」

あ
の
戦
災
昭
和
育
ち
が
築
き
上
げ 

故
・
上
川
　
好
秋

育
つ
子
の
前
途
を
憂
う
現
世
代　

  　
　

山
崎
　
栄
治

少
子
化
に
子
育
て
知
ら
ぬ
人
多
し　

   　

栄
森
さ
か
え

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
の
波
に
育
つ
孫　

 

中
川
千
江
子

金
無
く
も
昔
は
良
か
っ
た
子
育
て
に　

    

桜
井
し
ず
え

モ
リ
モ
リ
と
食
べ
て
子
等
は
良
く
育
ち　

島
田
喜
久
枝

育
ち
盛
り
食
欲
旺
盛
孫
二
人　

           

河
崎
　
節
子

子
沢
山
無
事
育
て
上
げ
安
堵
す
る     　

斉
藤
　
蒼
山

ど
ん
底
で
育
ち
し
子
等
は
逞
し
く　

     

福
田
　
広
子

農
に
生
き
農
に
育
っ
て
田
舎
好
き　

      

久
保
　
久
子

子
育
て
は
親
も
手
探
り
泣
き
笑
い         

高
橋
　
和
子

陽
黙
り
の
な
か
で
育
て
る
鉢
の
花          

平
間
　
輝
美

少
子
化
と
見
栄
で
育
て
る
過
保
護
ぶ
り 

竹
内
　
良
平

下
の
子
は
お
下
が
り
ば
か
り
着
て
育
ち 

今
立
　
　
帰

育
て
ず
に
不
法
伐
採
ア
マ
ゾ
ー
ナ
ス       

鈴
木
　
甘
雨

■
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
生
吟
社
（
八
月
）

課
題
「
忍
耐
」

耐
え
偲
ぶ
戦
後
支
え
た
歌
い
く
つ         

今
立
　
　
帰

忍
耐
の
な
い
の
が
わ
か
る
離
婚
率          

大
城
戸
節
子

忍
耐
の
汗
と
涙
で
今
が
あ
る                

大
塚
　
弥
生

難
越
え
て
忍
耐
強
い
移
民
の
子             

西
田
は
る
の

移
民
達
ど
ん
な
苦
労
も
耐
え
忍
び        

比
嘉
　
洋
子

移
住
者
は
忍
耐
力
が
求
め
ら
れ            

堀
江
　
　
渚

忍
耐
で
花
も
実
も
あ
る
人
柄
に            

早
川
　
量
通

忍
耐
が
勝
敗
決
め
る
鍵
と
な
る            

渡
辺
　
文
子

し
ご
か
れ
て
忍
耐
力
を
試
さ
れ
る         

青
井
　
万
賀

■
月
曜
句
会
（
八
月
）

凍
星
や
人
影
の
な
き
夜
行
バ
ス            

畔
柳
　
道
子

凍
星
を
仰
ぎ
て
帰
る
通
夜
の
道            

須
賀
吐
句
志

娘
の
電
話
湯
冷
め
も
忘
れ
長
電
話        

岩
本
　
洋
子

自
粛
下
の
窓
辺
に
寄
れ
ば
小
春
か
な      

住
谷
ひ
さ
お

夢
心
地
ド
ラ
マ
終
わ
り
て
知
る
湯
冷
め   

富
岡
　
絹
子

起
き
ら
れ
ぬ
原
因
は
こ
れ
絹
布
団         

浅
海
喜
世
子

闇
深
く
音
な
き
世
界
凍
て
る
星            

脇
山
千
寿
子

老
い
て
な
お
夢
追
う
農
や
パ
イ
ナ
舞
う   

近
藤
佐
代
子

枯
野
原
火
の
用
心
の
札
並
ぶ               

鹿
島
　
和
江

思
い
出
を
大
切
に
し
て
布
団
干
す         

作
野
　
敏
子

亡
き
母
の
日
本
布
団
は
宝
物               

白
石
　
幸
子

雲
一つ
動
か
ず
揺
れ
ず
大
乾
季             

榎
　
す
え
子

湯
冷
め
か
な
早
寝
に
か
ぎ
る
老
二
人      

高
木
み
よ
子

戸
も
壊
れ
荒
れ
し
会
館
パ
イ
ナ
吹
く      

浅
海
　
護
也

パ
イ
ナ
飛
ぶ
北
国
の
雪
夢
に
見
る         

佐
々
木
友
栄

久
闊
を
叙
せ
ば
煌
く
凍
て
の
星            

竹
下
　
澄
子

ア
マ
チ
ュ
ア
が
新
星
発
見
冬
銀
河          

前
田
　
昌
弘

雨
季
夕
焼
け
妖
艶
と
な
る
大
河
の
景     

渡
辺
　
悦
子

は
ら
か
ら
の
こ
こ
に
眠
る
や
大
枯
野       

伊
那
　
　
宏

春
風
に
笑
い
あ
ふ
れ
る
立
ち
話

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

岩
本
　
洋
子

春
風
や
会
う
度
ぐ
ち
の
多
き
友

買
わ
ね
ど
も
ア
ル
カ
シ
ョ
フ
ラ
の
値
段
聞
く

〔
ア
ル
カ
シ
ョ
フ
ラ
一
本
の
値
段
は
け
っ
こ
う
高
い
。
そ
れ
を

知
っ
て
い
て
の
〈
値
段
聞
く
〉
で
あ
る
。
始
め
か
ら
買
う
つ

も
り
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
今
年
の
値
段
は
如
何
ば
か
り

か
知
り
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
売
る
側
も
値
段
を
つ
け
ず

に
並
べ
て
お
く
。
好
き
な
人
は
値
段
は
問
題
に
し
な
い
か

ら
で
あ
る
。
当
国
の
国
民
性
を
熟
知
し
て
い
る
商
売
人
の

知
恵
が
そ
こ
に
あ
る
。
売
る
人
と
買
う
人
の
心
理
が
読
め

る
句
と
し
て
な
か
な
か
面
白
い
〕

古
里
を
偲
ぶ
今
宵
の
桜
餅

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
友
栄

春
風
に
お
ど
っ
て
笑
っ
て
枝
や
な
ぎ

靴
下
に
穴
が
あ
い
た
よ
春
の
風

春
風
に
お
辞
儀
し
て
い
る
野
辺
の
花

グ
ヮ
タ
パ
ラ　
　
　
　
　
　
　

近
藤
佐
代
子

の
う
ぜ
ん
の
枯
れ
蔓
覆
う
庇
か
な

〔
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
の
枯
れ
蔓
が
壁
を
這
い
上
が
っ
て
庇
に

行
方
を
遮
ら
れ
て
い
る
―
―
そ
ん
な
景
で
あ
ろ
う
か
。
二
、

三
階
建
て
の
洋
館
の
そ
れ
も
古
い
館
で
あ
れ
ば
な
お
よ
し
。

青
々
と
し
た
葉
が
茂
っ
て
お
れ
ば
風
情
も
あ
ろ
う
が
、
葉

を
落
と
し
て
蔓
が
剥
き
出
し
と
な
っ
た
館
は
、
あ
た
か
も
衣

を
剥
ぎ
取
ら
れ
た
人
体
に
も
似
て
哀
れ
で
あ
る
。
作
者
の

目
は
ま
さ
に
そ
れ
を
〝
哀
れ
〟
と
し
て
捉
え
、
蔓
の
先
が

庇
に
覆
わ
れ
た
様
を
命
を
断
た
れ
た
物
と
し
て
見
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
場
合
〈
庇
〉
は
弱
き
も
の
を
優
し
く
抱
く
力
、

或
い
は
愛
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
印
象
的
な
一
句
で
あ
る
〕

南
風
吹
く
日
の
厨
湯
気
立
て
り

シ
ャ
ボ
ン
玉
追
う
て
五
歳
児
ジ
ャ
ン
プ
す
る

グ
ヮ
タ
パ
ラ　
　
　
　
　
　
　

菅
原
　
治
美

首
す
く
め
足
も
速
ま
せ
南
風

大
根
干
し
手
仕
事
楽
し
齢
と
な
り

枯
れ
蔓
も
小
鳥
の
た
め
の
遊
具
な
り

グ
ヮ
タ
パ
ラ　
　
　
　
　
　
　

高
木
み
よ
子

シ
ャ
ボ
ン
玉
孫
と
一
緒
に
は
じ
け
た
い

枯
れ
蔓
や
伸
び
て
隠
る
る
大
立
ち
木

南
風
窓
辺
で
ま
ど
ろ
む
婆
と
猫

グ
ヮ
タ
パ
ラ　
　
　
　
　
　
　

脇
山
千
寿
子

風
紋
の
日
毎
変
わ
り
て
大
南
風
（
お
お
み
な
み
）

〔
風
紋
と
は
強
風
に
吹
か
れ
た
あ
と
砂
な
ど
に
残
さ
れ
る
模

様
の
こ
と
。
一
般
的
に
は
砂
丘
に
見
る
風
紋
を
言
う
。
南

風
は
日
本
で
は
夏
の
季
語
だ
が
、
当
地
で
は
南
半
球
ゆ
え

に
南
（
南
極
）
か
ら
吹
く
風
は
冷
た
く
冬
の
季
語
と
な
り
、

日
本
の
北
風
に
当
た
る
。
そ
し
て
南
風
を
単
に
「
み
な
み
」

と
言
い
、
数
日
も
吹
き
続
く
強
い
風
を
「
大
南
風
（
お
お

み
な
み
）」
と
言
う
。
本
句
は
冬
の
海
に
遊
ん
だ
時
の
こ
と

を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
身
近
に
あ
る
〝
そ
れ

ら
し
い
〟
場
所
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も

句
材
の
良
さ
に
よ
っ
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品
に
な
っ
た
〕

子
と
遊
ぶ
苦
手
な
父
さ
ん
シ
ャ
ボ
ン
玉

孫
（
こ
）
と
競
う
我
童
心
や
シ
ャ
ボ
ン
玉



（５）　　　　　　　　　第５８２０号 ２０２１（令和三）年　　９月　２２日（水曜日）

大相撲番付表（共同）

日本プロ野球順位表（共同）

　
【
共
同
】
中
国
の
不
動
産
大
手
、
中
国
恒
大
集
団
の
経
営
危
機
が
世
界
経
済
に
動
揺
を

与
え
た
。
２
０
日
の
欧
米
株
式
市
場
に
続
き
２
１
日
の
東
京
市
場
で
も
株
価
が
急
落
し
て

３
万
円
を
割
り
込
む
な
ど
、
世
界
同
時
株
安
に
発
展
し
た
。
中
国
経
済
の
失
速
は
世
界
経

済
の
混
乱
を
招
き
か
ね
ず
、資
産
バ
ブ
ル
崩
壊
へ
の
警
戒
感
か
ら
市
場
に
は「
中
国
版
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。
中
国
政
府
の
対
応
に
注
目
が
集
ま
る
。

中国不動産経営危機で動揺

米
英
豪
の
安
全
保
障
枠
組
み

創
設
に
伴
っ
て
フ
ラ
ン
ス
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
潜
水
艦

共
同
開
発
計
画
を
破
棄
さ
れ

た
こ
と
で
米
欧
関
係
が
ぎ
く

し
ゃ
く
す
る
中
、
米
側
に
は

欧
州
の
要
望
に
応
え
る
規
制

緩
和
で
関
係
改
善
に
つ
な
げ

る
思
惑
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

米
国
が
外
国
人
の
入
国
を

規
制
し
て
い
る
の
は
、
英
国

と
、
欧
州
域
内
で
の
出
入
国

管
理
を
廃
止
し
た
「
シ
ェ
ン

ゲ
ン
協
定
」
加
盟
国
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
。

こ
れ
ら
の
国
を
過
去
１
４
日

間
に
訪
れ
た
外
国
人
の
入
国

資
産
バ
ブ
ル
崩
壊
に
警
戒
感

世
界
株
安

東
証
３
万
円
割
れ

「
極
め
て
暗
い
時
だ
が
必
ず

抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

信
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、
事

業
継
続
に
意
欲
を
示
し
た
。

中
国
紙
の
証
券
時
報
（
電
子

版
）
が
報
じ
た
。

を
原
則
禁
止
し
て
い
る
。

　

サ
キ
米
大
統
領
報
道
官
は

２
０
日
の
記
者
会
見
で
、
ロ

シ
ア
製
や
中
国
製
な
ど
の
ワ

ク
チ
ン
を
認
め
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る

と
説
明
し
た
。
国
際
機
関
に

は
、
全
世
界
に
公
平
に
ワ
ク

チ
ン
が
供
給
さ
れ
る
に
至
っ
て

い
な
い
と
し
て
義
務
化
の
動

き
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

　

現
在
は
、
米
国
民
を
含
め

た
全
て
の
入
国
者
に
対
し
、

渡
航
３
日
以
内
の
検
査
に
よ

る
陰
性
証
明
提
出
を
求
め
て

お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務

化
後
も
継
続
す
る
。

友
人
の
往
来
、
商
業
の
活
性

化
、
文
化
交
流
に
も
不
可
欠

だ
」
と
規
制
緩
和
の
狙
い
を

説
明
し
た
。

　

外
国
人
の
入
国
を
出
発
地

域
に
よ
っ
て
禁
止
す
る
措
置
に

は
欧
州
各
国
が
反
発
し
て
い

た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
駐
留

米
軍
撤
退
を
巡
る
混
乱
や
、

機
搭
乗
時
に
接
種
証
明
書
を

提
示
し
、
入
国
後
の
自
主
隔

離
は
不
要
と
な
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
化
を

軸
と
し
た
入
国
政
策
が
各

国
に
も
広
が
る
可
能
性
が
あ

る
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
責
任
者
は
２
０
日

「
国
際
的
な
渡
航
は
家
族
や

う
れ
し
かった
」
が
、８
月
２
６

日
の
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム

国
」（
Ｉ
Ｓ
）
系
勢
力
に
よ
る
自

爆
テ
ロ
で
中
止
さ
れ
「
絶
望
に

変
わ
っ
た
」
と
話
し
た
。
そ
の

後
、
治
安
維
持
に
当
た
る
タ
リ

バ
ン
兵
を
恐
れ
て
家
に
閉
じ
こ

も
る
「
囚
人
の
よ
う
な
生
活
を

送
った
」
と
語
った
。
９
月
１
８

日
に
パ
キ
ス
タ
ン
行
き
の
民
間

機
の
運
航
が
再
開
す
る
と
聞
き

翌
１
９
日
の
航
空
券
を
購
入
。

検
問
所
で
愛
想
良
く
振
る
舞

う
よ
う
子
ど
も
た
ち
に
教
え
込

ん
だ
。「
家
族
全
員
の
勇
気
が

必
要
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

と
明
ら
か
に
し
た
。
原
則
禁

止
し
て
き
た
欧
州
な
ど
か
ら
の

外
国
人
の
入
国
を
接
種
を
条

件
に
緩
和
す
る
。
入
国
禁
止

対
象
外
だ
っ
た
日
本
な
ど
に
は

制
限
の
拡
大
と
な
る
。
航
空

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
２
０
日
、
米

国
に
空
路
で
入
国
す
る
外
国

人
に
１
１
月
初
め
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
完
了
を
義
務
付
け
る

の
２
０
６
４
・
５
５
。
出
来

高
は
１
３
億
１
９
０
０
万

株
。
２
週
間
ぶ
り
に
大
台
の

３
万
円
を
割
り
込
ん
だ
。

　

前
日
２
０
日
の
香
港
市
場

で
は
、
株
価
指
数
と
恒
大
の

株
価
が
大
幅
に
下
落
し
た
。

早
期
の
量
的
金
融
緩
和
策
縮

小
へ
の
警
戒
感
も
出
て
い
る

米
国
で
は
、
２
０
日
に
ダ
ウ

工
業
株
３
０
種
平
均
の
下
げ

幅
が
一
時
１
０
０
０
ド
ル
に

迫
り
、
欧
州
各
国
の
市
場
も

値
を
下
げ
、
２
１
日
の
東
京

市
場
は
こ
の
流
れ
を
引
き
継

い
だ
。
新
政
権
の
経
済
対
策

へ
の
期
待
感
か
ら
１
４
日
に

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
終
値

最
高
値
を
更
新
す
る
な
ど
上

昇
傾
向
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

反
動
の
売
り
が
出
た
。

　

証
券
関
係
者
は
恒
大
に
つ

い
て
、
ド
ル
建
て
債
の
利
払

い
を
控
え
て
お
り
、
さ
ら
な

る
市
場
の
混
乱
を
警
戒
す
べ

き
だ
と
す
る
一
方
、
中
国
政

府
が
対
応
に
乗
り
出
し
株
価

の
反
発
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

恒
大
の
経
営
ト
ッ
プ
で
あ

る
許
家
印
主
席
は
２
１
日
、

従
業
員
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

に
問
わ
れ
て
即
答
し
た
。

　

報
告
書
の
資
料
に
は
厚
生

労
働
省
や
総
務
省
の
統
計
を

用
い
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始

ま
っ
た
２
０
１
２
年
の
指
数
を

１
０
０
と
し
た
場
合
、
物
価

は
１
９
年
に
１
０
７
・
２
へ
上

が
り
、
実
質
賃
金
は
９
５
・

６
に
下
が
っ
た
と
示
し
た
。

　

賃
金
下
落
を
巡
って
は
、
企

業
が
利
益
を
た
め
込
ん
で
従

業
員
に
回
さ
な
か
っ
た
の
が
原

因
と
分
析
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

も
い
る
。
こ
の
点
も
報
告
書
に

盛
り
込
ん
だ
。

　

資
本
金
１
０
億
円
以
上
の

企
業
を
見
る
と
、
経
常
利
益

と
内
部
留
保
は
１
９
９
７
年

度
か
ら
２
０
１
８
年
度
に
か

け
て
３
倍
前
後
に
増
加
。
一
方

で
、
企
業
が
稼
ぎ
の
う
ち
人

件
費
に
回
し
た
割
合
を
示
す

労
働
分
配
率
は
年
々
下
が
って

い
た
。

　

純
金
融
資
産
が
１
億
円
以

上
の
世
帯
数
は
大
き
く
増
え

宙
飛
行
士
や
医
師
を
目
指
す

子
ど
も
が
夢
を
か
な
え
る
の
は

困
難
と
し
、特
に
娘
３
人
に「
男

性
に
仕
え
、
子
ど
も
を
産
む
た

め
だ
け
の
人
生
を
送
ら
せ
た
く

な
い
」
と
脱
出
を
決
め
た
。

　

日
本
政
府
は
在
留
日
本
人

や
大
使
館
職
員
ら
約
５
０
０

人
の
退
避
支
援
で
８
月
下
旬
、

カ
ブ
ー
ル
に
自
衛
隊
機
を
派

遣
し
た
が
退
避
で
き
た
の
は
日

本
人
１
人
だ
け
。
他
に
自
力

脱
出
し
た
ア
フ
ガ
ン
人
１
０
人

が
日
本
に
到
着
し
た
。

　
ラ
ス
ー
リ
さ
ん
は
退
避
支
援

の
連
絡
が
来
た
際
は
「
と
て
も

　
【
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
共
同
＝

横
田
晋
作
】
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

か
ら
の
日
本
政
府
の
退
避
支

援
対
象
と
な
っ
て
い
る
日
系
企

業
勤
務
ハ
レ
ス
・
ラ
ス
ー
リ
さ

ん（
３
１
）が
２
１
日
ま
で
に
、

妻
と
子
ど
も
４
人
と
共
に
自

力
で
脱
出
し
た
隣
国
パ
キ
ス

タ
ン
で
共
同
通
信
の
取
材
に

応
じ
た
。
暫
定
政
権
を
樹
立

し
た
イ
ス
ラ
ム
主
義
組
織
タ

リ
バ
ン
が
女
子
教
育
に
消
極

的
で
「
子
ど
も
の
夢
を
奪
わ
れ

る
」
と
強
い
危
機
感
を
抱
き

脱
出
を
決
意
し
た
と
述
べ
た
。

　

自
力
脱
出
し
た
支
援
対
象

者
の
ア
フ
ガ
ン
人
が
取
材
に
応

じ
た
の
は
初
め
て
。
日
本
の
在

留
資
格
を
得
ら
れ
れ
ば
熊
本

県
の
親
族
宅
に
身
を
寄
せ
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、
日

本
で
の
生
活
に
不
安
を
訴
え
、

就
労
や
就
学
、
語
学
への
支
援

が
必
要
だ
と
強
調
。
ア
フ
ガ
ン

日
本
支
援
対
象
の
ア
フ
ガ
ン
人

「
夢
奪
わ
れ
る
」と
脱
出
決
意

が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中

で
進
む
世
界
経
済
の
正
常
化

は
勢
い
を
失
い
か
ね
な
い
。

　

２
１
日
の
日
経
平
均
株
価

の
終
値
は
前
週
末
比
６
６
０

円
３
４
銭
安
の
２
万
９
８
３

９
円
７
１
銭
だ
っ
た
。
東
証

株
価
指
数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）

は
３
５
・
６
２
ポ
イ
ン
ト
安

　

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
は
、
米
証
券
大
手

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
経

営
破
綻
を
き
っ
か
け
に
世
界

中
で
株
価
が
暴
落
し
、
世
界

同
時
不
況
に
陥
っ
た
。
中
国

の
不
動
産
危
機
を
機
に
、
世

界
規
模
の
金
融
緩
和
に
よ
る

土
地
や
株
な
ど
の
資
産
価
格

の
上
昇
傾
向
に
急
ブ
レ
ー
キ

米
、入
国
に
ワ
ク
チ
ン
義
務
化

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、11
月
か
ら

日
本
含
む
外
国
人

東
証
、
一
時

600
円
超
下
げ

中
国
発
で
世
界
同
時
株
安

日
の
東
京
株
式
市
場
の
日
経

平
均
株
価
（
２
２
５
種
）
は

大
幅
反
落
し
、
前
週
末
終

値
と
比
べ
た
下
げ
幅
は
一
時

６
０
０
円
を
超
え
、
大
台
の

３
万
円
を
割
り
込
ん
だ
。
中

国
不
動
産
大
手
、
中
国
恒

大
集
団
の
経
営
悪
化
を
き
っ

か
け
に
金
融
市
場
の
不
安
定

化
が
意
識
さ
れ
、
世
界
同
時

株
安
の
様
相
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
市
場
で
は
幅
広
い
銘
柄

で
売
り
注
文
が
優
勢
と
な
っ

た
。

　

午
後
１
時
現
在
は
前
週
末

終
値
比
５
７
２
円
６
７
銭
安

の
２
万
９
９
２
７
円
３
８
銭
。

東
証
株
価
指
数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｘ
）
は
３
２
・
６
２
ポ
イ
ン

ト
安
の
２
０
６
７
・
５
５
。

　

市
場
で
は
、
巨
額
債
務
を

抱
え
る
中
国
恒
大
集
団
の
資

金
繰
り
悪
化
懸
念
に
対
し
、

投
資
家
の
警
戒
感
が
強
ま
っ

た
。
前
日
２
０
日
の
香
港
株

式
市
場
で
は
、
中
国
恒
大
集

団
の
株
価
と
共
に
相
場
全
体

が
大
幅
に
下
落
し
た
。

　

２
０
日
の
米
株
式
市
場
で

は
、
ダ
ウ
工
業
株
３
０
種
平

均
が
前
週
末
終
値
比
で
千
ド

ル
近
く
下
げ
る
場
面
が
あ
っ

た
。
２
１
、
２
２
両
日
の
米

連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
を
控
え
、
早
期
の

量
的
金
融
緩
和
策
の
縮
小

や
、
中
長
期
的
に
利
上
げ

ペ
ー
ス
が
速
ま
る
こ
と
へ
の

警
戒
も
出
た
。
欧
州
株
式
市

場
も
軒
並
み
値
を
下
げ
た
。

　

２
１
日
の
東
京
市
場
は
そ

の
流
れ
を
引
き
継
ぎ
、
香
港

市
場
は
一
時
下
げ
幅
を
広
げ

た
後
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
な

数
値
並
べ「
失
策
」ア
ピ
ー
ル

　

立
民　
中
間
層
復
活
訴
え

アベノミクス

　
【
共
同
】
立
憲
民
主
党
は
、

安
倍
晋
三
前
首
相
の
経
済
政

策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
「
格

差
や
貧
困
の
改
善
に
は
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
」
と
結
論
付
け

た
。
２
１
日
に
ま
と
め
た
検

証
の
報
告
書
で
、
物
価
が
こ
の

間
上
昇
す
る
半
面
、
実
質
賃

金
は
低
下
し
た
と
い
っ
た
数
値

デ
ー
タ
を
列
挙
。
安
倍
氏
の

路
線
を
継
承
し
た
菅
義
偉
首

相
も
含
め
た
政
権
の
経
済
運

営
を
「
失
策
」
と
断
じ
、「
分

厚
い
中
間
層
の
復
活
」
を
訴

え
る
立
民
に
有
権
者
を
引
き

付
け
る
狙
い
だ
。

　
「
失
敗
だ
っ
た
。
間
違
い
な

い
」。
枝
野
幸
男
代
表
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
を
記
者
団

江田憲司代表代行（右）から「アベノミクス」の検証報告を受け
取る立憲民主党の枝野代表＝ 21日午前、国会 （共同）

ど
不
安
定
な
動
き
と
な
っ
た
。

　

大
手
証
券
関
係
者
は
「
中

国
恒
大
集
団
の
社
債
の
利
払

　
【
共
同
】
旧
暦
８
月
１
５
日

夜
の
月
、「
中
秋
の
名
月
」
を

２
１
日
迎
え
た
。
国
立
天
文

台
に
よ
る
と
２
１
日
は
満
月
。

列
島
の
広
い
範
囲
で
雲
が
多
い

天
気
と
な
っ
た
が
、
雲
間
か
ら

月
が
見
え
る
と「
幻
想
的
」「
き

れ
い
」
と
歓
声
が
次
々
に
上

が
っ
た
。
中
秋
の
名
月
が
満
月

中秋の名月「幻想的」
８年ぶり満月、雲間から

下げ幅が一時 600 円を超えた日経平均株価を示すモニター＝ 21日午前、
東京・東新橋 （共同）

に
残
さ
れ
て
い
る
対
象
者
の
退

避
に
「
諦
め
ず
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。
パ
キ

ス
タ
ン
に
は
他
に
数
家
族
が
滞

在
し
て
い
る
。
一
家
は
ラ
ス
ー

リ
さ
ん
の
ほ
か
、
ア
フ
ガ
ン

法
務
省
勤
務
の
妻
タ
マ
ナ
さ
ん

（
２
９
）と
長
男（
９
）、８
、５
、

４
歳
の
娘
３
人
の
計
６
人
。

　

タ
リ
バ
ン
が
８
月
１
５
日
に

首
都
カ
ブ
ー
ル
を
制
圧
し
、
首

都
に
住
む
ラ
ス
ー
リ
さ
ん
が
関

わ
る
事
業
は
事
実
上
停
止
。
タ

リ
バ
ン
が
女
性
職
員
に
自
宅
待

機
を
命
じ
、
タ
マ
ナ
さ
ん
は
恐

怖
を
感
じ
出
勤
を
や
め
た
。
宇

い
期
限
が
迫
っ
て
お
り
、
債

務
不
履
行
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

国
際
的
な
金
融
危
機
や
中
国

た
と
示
し
、
貧
富
の
格
差
拡

大
も
印
象
付
け
た
。枝
野
氏
は

「
適
正
な
分
配
で
安
心
を
高

め
る
の
が
何
よ
り
の
経
済
対

策
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　

デ
ー
タ
を
重
視
し
た
理
由

は
、
安
倍
氏
が
「
有
効
求
人

倍
率
が
１
倍
を
超
え
た
」
な

ど
と
た
び
た
び
数
字
を
挙
げ

て
強
調
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
成
果
に
正
面
か
ら
疑
問
を

突
き
付
け
る
た
め
だ
。
経
済

政
策
の
転
換
を
打
ち
出
す
に

当
た
っ
て
「
有
権
者
の
感
情

に
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
数

字
で
伝
え
る
方
が
説
得
力
が

あ
る
」（
幹
部
）
と
の
計
算
が

あ
る
。

　

た
だ
、
自
民
党
総
裁
選
に

立
候
補
し
た
４
氏
は
、
い
ず

れ
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
そ
の
ま

ま
継
承
す
る
と
は
言
っ
て
い
な

内
と
す
る
場
合
、
最
も
遅
い

日
程
は
「
１
０
月
５
日
公

示
、
１
７
日
投
開
票
」。
新

首
相
選
出
が
１
０
月
４
日
で

は
事
実
上
間
に
合
わ
な
い
。

　

立
憲
民
主
党
な
ど
の
野

党
は
代
表
質
問
だ
け
で
な

く
、
予
算
委
員
会
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
関

係
す
る
委
員
会
も
開
催
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
加

藤
勝
信
官
房
長
官
は
記
者

会
見
で
「
臨
時
国
会
で
ど

う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
か

の
代
表
質
問
を
実
施
す
る
か

ど
う
か
は
新
首
相
ら
の
判
断

に
よ
る
が
、
自
民
党
総
裁
選

の
４
候
補
は
い
ず
れ
も
前
向

き
な
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
投

開
票
日
を
慣
例
通
り
日
曜
と

し
て
、衆
院
選
の
日
程
は「
１

０
月
２
６
日
公
示
、
１
１

月
７
日
投
開
票
」
か
「
１

１
月
２
日
公
示
、
１
４
日

投
開
票
」
が
有
力
と
な
っ
て

い
る
。

　

選
挙
を
衆
院
議
員
の
任
期

　
【
共
同
】
政
府
は
２
１
日
、

菅
義
偉
首
相
の
後
任
首
相
を

選
出
す
る
臨
時
国
会
の
１
０

月
４
日
召
集
を
閣
議
決
定

し
た
。
自
民
党
総
裁
選
で
今

月
２
９
日
に
決
ま
る
新
総
裁

が
、
衆
参
両
院
本
会
議
の
首

相
指
名
選
挙
で
第
１
０
０

代
首
相
に
選
出
さ
れ
る
見
通

し
。
４
日
召
集
に
よ
り
、
衆

院
選
が
１
０
月
２
１
日
ま
で

の
議
員
任
期
を
越
え
る
の
は

確
実
。
現
行
憲
法
下
で
前
例

の
な
い
事
態
と
な
る
。

　

新
首
相
は
選
出
さ
れ
る
と

直
ち
に
組
閣
し
、
新
内
閣
を

発
足
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
副

大
臣
・
政
務
官
人
事
な
ど

を
手
掛
け
る
。
国
会
で
新
首

相
の
所
信
表
明
演
説
と
各
党

臨
時
国
会
召
集
を
閣
議
決
定

新
首
相
10
月
４
日
選
出
へ

東京都千代田区で見られた「中
秋の名月」＝ 21日午後６時 37
分 （共同）

の
時
期
と
重

な
る
と
は
限

ら
ず
、
２
０

１
３
年
以
来

８
年
ぶ
り
と

な
っ
た
。

　

東
京
の
葛

西
臨
海
公
園

で
は
多
く
の

若
者
や
、
犬

の
散
歩
中
の
人
ら
が
足
を
止

め
大
き
な
月
を
見
上
げ
た
。

高
校
の
同
級
生
と
ド
ラ
イ
ブ

　
【
共
同
】
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド

レ
コ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
社
は
２
０

日
、
今
月
１
日
に
１
０
７
歳
３

０
０
日
と
な
った
香
川
県
在
住

の
炭
山
ウ
メ
ノ
さ
ん
と
、
大
分

県
在
住
の
児
玉
コ
ウ
メ
さ
ん
の

双
子
の
姉
妹
を
、「
存
命
中
の

最
高
齢
の一卵
性
双
生
児
」
と

「
史
上
最
高
齢
の一卵
性
双
生

児
」に
認
定
し
た
と
発
表
し
た
。

　

成
田
き
ん
さ
ん
（
２
０
０

０
年
死
去
）、
蟹
江
ぎ
ん
さ
ん

（
０
１
年
死
去
）
の
双
子
姉

妹
の
記
録
は
、
き
ん
さ
ん
が

死
去
し
た
１
０
７
歳
１
７
５

日
で
、
こ
れ
を
上
回
っ
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
２
人
は

１
９
１
３
年
１
１
月
５
日
、

香
川
県
・
小
豆
島
で
、
１
１

人
き
ょ
う
だ
い
の
３
人
目
（
長

女
）
と
４
人
目
（
次
女
）
と

し
て
生
ま
れ
た
。
尋
常
小
学

校
卒
業
後
、
別
々
に
暮
ら
し

て
い
た
が
、
７
０
歳
過
ぎ
か
ら

一
緒
に
四
国
霊
場
八
十
八
カ

所
巡
礼
な
ど
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
き
ん
さ
ん
と
ぎ
ん
さ

ん
の
長
寿
記
録
を
目
標
に
し

た
い
と
口
に
し
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
住
む
高
齢
者

施
設
の
職
員
か
ら
ギ
ネ
ス
記

録
の
公
式
認
定
証
が
手
渡
さ

れ
、
ウ
メ
ノ
さ
ん
は
涙
を
う

か
べ
た
。
コ
ウ
メ
さ
ん
は
記

録
を
認
識
す
る
こ
と
は
困
難

だ
と
い
う
。

「史上最高齢の一卵性双生児」などのギネス世界記録に認定さ
れた炭山ウメノさん（左）と児玉コウメさん（ギネスワールドレコー
ズ提供・共同） 

全
体
の
景
気
に
影
響
が
な
い

か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
て
い

る
」
と
指
摘
し
た
。

107歳姉妹、記録を更新
「長寿の双子」ギネス認定

の
帰
り
に
寄
っ
た
と
い
う
川
崎

市
の
大
学
生
高
橋
夏
希
さ
ん

（
２
２
）
は
趣
味
の
カ
メ
ラ

で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
一
緒

に
月
を
撮
り
「
映
え
る
風
景
。

雲
が
か
か
っ
て
い
る
方
が
幻
想

的
で
い
い
」
と
喜
ん
だ
。

　

福
島
県
大
熊
町
で
は
、
東

日
本
大
震
災
１
０
年
の
支
援

事
業
の
一
環
で
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に

３
７
日
間
滞
在
し
た
ヒ
マ
ワ

リ
の
種
が
、
役
場
近
く
の
交

差
点
で
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
、

満
月
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
。

　

中
秋
は
秋
（
旧
暦
７
〜
９

月
）
の
真
ん
中
を
指
し
、
月

見
を
す
る
風
習
が
あ
る
。

い
。「
個
人
所
得
へ
の
影
響
が

少
な
か
っ
た
」（
河
野
太
郎
行

政
改
革
担
当
相
）
と
否
定
的

な
見
解
も
あ
り
、
立
民
の
思

惑
通
り
争
点
化
で
き
る
か
は

見
通
せ
な
い
。ベ
テ
ラ
ン
は「
自

殺
者
が
減
る
と
い
っ
た
プ
ラ
ス

面
の
数
字
の
変
化
が
あ
っ
た
こ

と
も
否
め
な
い
。
検
証
結
果

は
万
人
に
は
響
か
な
い
だ
ろ

う
」
と
語
っ
た
。

は
、
国
会
に
お
い
て
こ
れ
か

ら
お
決
め
に
な
る
こ
と
だ
」

と
語
っ
た
。

　

立
民
な
ど
野
党
４
党
は

７
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の

た
め
国
会
を
開
く
べ
き
だ
と

し
て
、
憲
法
５
３
条
に
基
づ

く
臨
時
国
会
召
集
の
要
求
書

を
衆
院
議
長
に
提
出
し
た
。

来
月
４
日
の
臨
時
国
会
召
集

は
菅
首
相
の
退
陣
を
受
け
た

も
の
だ
が
、
加
藤
氏
は
要
求

書
提
出
に
応
じ
た
召
集
だ
と

説
明
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
連
休
明
け
２
１



A Audi trouxe para 
o Brasil no primeiro 
trimestre de 2021, o 
novo A5 Sportback, 
com visual renovado 
e como itens de série 
o controle de cruzeiro 
adap t a t i vo , f a r ó i s 
dianteiros LED Matrix 
e d i sp lay com te l a 
sensível ao toque de 
10,1 polegadas. 
A  v e r s ã o  t o p o d e 
linha inclui a famosa 
tração quattro Audi, 
um grande diferencial 
n ã o  o f e r e c i d o 
p e l o s  p r i n c i p a i s 
concorrentes.
De cara, o porte do 
veículo impressiona 
com uma d is tânc ia 
entre-eixos de 2.824 
mm e r o da s d e 18 
p o l e g a d a s .  É  u m 
c a r r o g r ande . Po r 
d e n t r o ,  m a t e r i a i s 
d e a l t a q u a l i d a d e 
e  e q u i p a m e n t o s 
de ú l t ima ge ração 
p r o p o r c i o n a m 
segurança e conforto 
aos viajantes.
Recebemos a versão 
t o p o  d e  l i n h a ,  a 
Performance Black, 
c o m  m o t o r  2 . 0 
TFSI com 249 cv de 
p o t ê n c i a ,  t o r q u e 
de 370 Nm, t ração 
integral quattro e com 
câmbio S Tronic de 
dup la - embreagem, 
com 7 velocidades.
Como o A5 Sportback 
v e m  c o m  m u i t o s 
equipamentos leva um 
tempo para aprender 
a manusear todos os 
recursos do car ro , 
com destaque para o 
controle de cruzeiro 
adaptativo, navegação 
própria e painel de 
instrumentos digital 
confi gurável.
A n d a n d o  c o m 
o  c a r r o  d á  p a r a 
entender porque a 
ma r c a é s i n ôn imo 
de a l ta tecnolog ia , 
o nde mecân i c a d e 

T i v e m o s  a 
o p o r t u n i d a d e  d e 
avaliar a nova Honda 
NXR 160 Bros, versão 
2022, em um trajeto 
de 155 km passando 
por p ra i a , e s t r ada 
vicinal e asfalto.
A versão 2022 chegou 
mais encorpada com 
a inclusão de novas 
aletas que envolvem o 
tanque de combustível, 
s e n d o  “ p a u  p a r a 
toda a obra” , como 
d i z  a  m o n t a d o r a . 
S imu l t a n e amen t e , 
foram introduzidas 
sanfonas de proteção 
n a s  b e n g a l a s  d a 
suspensão dianteira 
para aumentar a vida 
ú t i l d e r e t en t o r e s 
quando utilizada em 
vias não pavimentadas.
Praia - Na a re ia , a 
B r o s  s e g u i u  c o m 
t r a n q u i l i d a d e em 
um l o n g o t r a j e t o 
atravessando canais 
que atravessavam a 
praia. O modelo é ideal 

O governador de São 
Pau l o , J o ã o Dó r i a 
J r  (63) ,  l i b e r o u o 
p r o m o t o r  d o  G P 
São Paulo de F-1, a 
comercializar 100% 
dos ingressos para a 
corrida.
O anúncio foi realizado 
em a g o s t o  c om o 
prefeito de São Paulo, 
R icardo Nunes , e o 
novo p romo to r do 
G P  S ã o  P a u l o  d e 
F-1, Al lan Adler. Os 
o r g a n i z a d o r e s  j á 
haviam comercializado 
40% dos ing ressos 
que foram vendidos 
em apenas 6 horas, 
no dia 18 de junho. A 
maioria dos ingressos 
já está esgotada com 
disponibilidade apenas 
para a arquibancada 
D  ( R $  2 .800 ,000 ) 
e a área VIP, com o 
O r ang e T r e e C l u b 
( R $ 5 .300 ,00)  e  a 
Grand Prix Club (R$ 
12.800,00). 

aty@globo.comAmauri Teruo Yamazaki ‒ São Paulo ‒ SP

AUTOS
Audi A5 Sportback vem 
com 249 cv de potência 
e tração quattro

F1サンパウロ・グランプリ 
今年は観客 100％で開催へ
Grande Prêmio São Paulo de 
F-1 terá 100% de público

primeira e recursos de 
assistência de direção 
t r a b a l h am j u n t o s 
para proporc ionar 
prazer ao volante com 
segurança.
Controle de cruzeiro 
a d a p t a t i v o  -  N a 
marginal Pinheiros, 
p u d emo s t e s t a r  o 
recurso que mantém 
a distância do carro 
a  f r e n t e  s em q u e 
o mo to r i s t a do A5 
precise acelerar ou 
frear. A montadora 
vem aperfeiçoando o 
recurso tornando-o 
c a d a  v e z  m a i s 
eficiente. Nas versões 
anteriores, o controle 
de cruzeiro adaptativo, 
às vezes; freava um 
pouco em c ima do 
veículo à frente dando 
um pequeno su s to 
no motor i s ta . Para 
desat ivar o recurso 
é só pisar no freio. O 
controle de cruzeiro 
adaptat ivo poupa o 
motorista.
Interior - Novo display 
sensível ao toque MMI 
e s t á l i g e i r amen t e 
inclinado em direção 
ao motor i s ta . Ne le 
as informações são 
projetadas na tela de 
a l ta resolução com 
10,1 p o l e g ada s . O 
painel de instrumentos 
é  o  A u d i  V i r t u a l 
C o c k p i t  P l u s  d e 

para passeios na praia, 
fazenda e também no 
asfalto.
A Bros é ágil e fácil 
d e s e r manob r ada 
mesmo em situações 
inesperadas graças a 
sua arquitetura e baixo 
peso (122 kg).
O s  1 4 , 7  c v  d e 
po tênc ia do motor 
alimentado por injeção 
e l e t r ô n i c a  P GM I -
FI flex, proporciona 
força suficiente para 
o motociclista seguir 
com segurança.
Estradas vicinais - a 
NXR 160 Bros seguiu 
fáci l ultrapassando 
buracos e lombadas 
s e m d i f i c u l d a d e , 
graças aos 247 mm de 
distância mínima do 
solo. Os pneus de uso 
misto proporcionaram 
aderência e conforto.
Asfalto - Fomos pegos 
de surpresa por uma 
chuva por quase 90 
minutos, mas a Bros 
seguiu com segurança, 

Máscaras - O prefeito 
de São Paulo, Ricardo 
Nunes, anunciou que 
apenas a s pe s soas 
vac inadas poderão 
entrar no autódromo. 
Além disso, todos serão 
obrigados a utilizar 
máscara, incluindo as 
equipes, organizadores 
e jornalistas.
N e s s e  s e n t i d o ,  o 
g o v e r n a d o r  J o ã o 
Dória, lembrou que a 

1 2 , 3  p o l e g a d a s , 
c o m  t r ê s  m o d o s 
d e a p r e s e n t a ç õ e s 
diferentes, totalmente 
digital, posicionado 
a t r á s  d o  v o l a n t e 
multifuncional.
Equipamentos - Além 
controle de cruzeiro 
adaptat ivo e faróis 
dianteiros LED Matrix 
de sér i e , o mode lo 
possui aviso de saída 
de fa ixa , teto solar 
elétrico panorâmico, 
a r - c o n d i c i o n a d o 
d e  t r ê s  z o n a s  e 
v o l a n t e e s p o r t i v o 
mult ifuncional com 
shift paddles e base 
p l a n a d e s é r i e .  O 
Audi Phone Box Light 
carrega celulares por 
indução.
Avaliação: Não tem 
como não se sent ir 
privilegiado a bordo 
do Audi A5. Mecânica 
t u r b o  d e  ú l t i m a 
geração leva o carro 
silenciosamente com 
fo l g a de po t ênc i a . 
Acabamento premium 
c o m  m a t e r i a i s 
n o b r e s  t o r n a m a 
v i a g em p r a z e r o s a 
e  c o n f o r t á v e l .  O s 
recursos de assistência 
de direção aumentam 
a segurança e poupam 
o mo t o r i s t a .  O A5 
Sportback vale o que 
custa. 

sem ocorrências.
M o t o r  -  F o i 
mantida as mesmas 
e s p e c i f i c a ç õ e s d o 
motor monocilíndrico, 
162 ,7  c c ,  O H C ,  4 
tempos, refrigerado a 
ar, que gera 14,7 cv 
de potência abastecido 
com etanol , a 8.500 
rpm.
Conforto - Ponto alto 
da Bros, as medidas 
e n t r e  o  g u i d ã o , 
banco e pedale iras 
p r o p o r c i o n a m 
excelente ergonomia 
m i n i m i z a n d o  o 
cansaço nas viagens. 
Para os motociclistas 
c o m  m a i s  d e  5 0 
anos esse conforto é 
fundamental.
Conclusão - Conforto 
e ag i l i d ade s ão o s 
principais atributos da 
NXR 160 Bros.
Após um trajeto de 
155 km, aos 58 anos 
de idade, o percurso 
f o i  r e a l i z a d o s em 
cansaço ou fadiga.

realização da corrida 
só é possível graças ao 
avanço da vacinação 
contra o coronavírus 
na capital paulista.
Título - A temporada 
de 2021 é uma das 
m a i s  d i s p u t a d a s 
dos úl t imos 7 anos 
com o holandês Max 
Verstappen da Red Bull 
Honda desafiando o 
inglês Lewis Hamilton 
da Mercedes. 

2022 年型ホンダ
NXR160 Bros を試乗評価
Avaliamos a Honda NXR 160 Bros 2022

 ANO XXIV  –  Nº 5820 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 22 DE SETEMBRO DE 2021 R$ 6,00

Audi A5 Sportback tem preço de R$ 307.990,00 na versão Prestige Plus e R$ 
379.990,00 na versão Performance Black.

Honda NXR 160 Bros 2022 tem preço de R$ 14.600,00 como base o Distrito Federal e não inclui 
frete e seguro. Garantia de 3 anos sem limite de quilometragem + 7 trocas de óleo gratuitas.

O GP São Paulo de F-1 será realizado nos dias 12, 13 e 14 de 
novembro de 2021, no autódromo de Interlagos - SP.

Painel de instrumentos digital Audi Virtual Cockpit 
Plus de 12,3 polegadas confi gurável.
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